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はじめに

平成19年６月に「教育改革関連３法」の改正が行われ、その中で、教育委員会の責任体制の明

確化や体制の充実に関する規定の整備を図るため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

の一部改正により、平成20年４月から教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表をしなければならないとされました。

倉吉市教育委員会では、本市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画として、平

成23年に第11次倉吉市総合計画と連携した「倉吉市教育振興基本計画」を策定し、将来的な方向性

や以後５年間（平成23年度～平成27年度）に重点的に取り組むべき施策を示し、平成28年には今後、

一層進む少子高齢化社会に対応する教育行政をするために、「倉吉市教育振興基本計画（第２期）」

（平成28年度～平成32年度）を策定して、各年度の「倉吉市の教育方針と重点施策」と「倉吉市教

育行政の点検及び評価」により進行管理を行い、着実な計画の推進に努めてきました。その結果、

倉吉市の教育理念「豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくり」の実現を図るための様々な施策を

展開することができました。

こうした中、本市の教育行政の更なる発展を見据えた次世代の教育が求められており、本市教育

の目指すべき姿とその実現に向けたより実効性のある計画となるよう、教育委員会各課館所の連携

を重視した「豊かな心を持ち 自立して生きる 未来を拓く 人づくり」を新たな教育理念に掲げ、

第12次倉吉市総合計画（令和3年3月策定）と連携した「倉吉市教育振興基本計画（第３期）」（令

和３年度～令和７年度）を策定しました。

倉吉市教育委員会は、「社会全体が協働し学び続ける環境づくり」、「創造性を培い、自立性・

自主性を養う学校教育の推進」、「安心・安全な教育環境の充実」、「たくましく健やかな心と

体づくりの推進」、「文化資源の保存活用と文化・芸術の振興」を教育目標と基本施策とし、自

ら設定した教育に関する方針や施策の実現を図るために、事業等の取り組み状況を日々点検・評

価を行いながら改善を図り、より充実したものにしていきます。

そのため、市民から信頼される教育行政を目指し、教育委員会や事務局の役割、事業の進捗状

況等について説明責任を果たすため、重点的に取り組んだ19項目の点検・評価を行い、その結果

を公表し、効果的な教育行政の推進を図るとともに、教育委員会の会議の開催などの活動状況を

記載し、ここに報告書としてまとめました。

≪参照≫ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務

を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。
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１ 評価・公表について

(1) 実施時期

点検及び評価は毎年度行うこととされており、当該年度における取り組み状況の点検･評価を

年度内に行う。

(2) 評価の方法

教育委員会全般にわたり適正な教育行政の点検・評価や総合計画に掲げた目標水準の達成状況、

施策の進捗状況との整合性を図りながら評価項目を策定し、評価にあたっては、審議会等に諮り、

自己評価、外部評価を行う。

(3) 議会への報告

報告書を作成し議会に提出しなければならないこととされており、６月市議会に報告を行う。

(4) 一般への公表

課題を共有化しその解決を図るために広く意見を求め、より適正な評価に努めるために評価結

果を市民に公表する。

(5) 各種教育関係機関の評価結果の活用

学校評価、社会教育団体、文化団体、スポーツ団体の評価結果の効果的な活用を行う。

(6) 外部の有識者等の知見の活用

○点検・評価・公表の流れ

教育委員会事務局の組織マネジメント(PDCA)及び業務評価システムの確立

Ｐ計画 → Ｄ実施 → Ｃ検証(中間評価) → Ａ実行 → Ｃ評価(自己・最終)

４月 倉吉市の教育方針と重点施策を基にした各課の基本方針と実施計画を策定する

９月 重点施策の実施計画の進捗状況のチェックを中間評価とする。

２月 重点施策の実施状況を各課で自己評価をする。

３月 各課の担当する審議会等に自己評価結果を提出し、外部評価を最終評価とする。

４月 教育委員会定例会で業務評価として協議し、市議会に提出し、６月市議会に報告

する。

市民へは、リーフレット、ウェブページ、市の広報誌等を活用して公表する。
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２ 評価に当たって

第12次倉吉市総合計画における、施策と教育委員会事務局で取り組んでいる施策との整合性を図

りながら総合的な観点での評価に心がけた。評価に当たっては、令和３年度各事業の施策に示した

目標に向かって、取り組むべき事業ごとに「目標」「実績」「成果」「課題」の観点に分けて行う

こととした。また、評価項目については特に焦点化をはかり点検・評価の重点化を図ることにした。

○ 評価基準

平成24年度評価より評価基準を見直し、目標を上回る成果が上がった場合をＡ評価とした。

目標値達成率を目安に、「成果」欄には、実績によって得られた成果を中心に評価を行った。

３ 主な重点施策の成果

成果 判 断 基 準

Ａ 当初の目的・目標を上回る成果が上がった

Ｂ 当初の目的・目標を達成した

Ｃ 当初の目的・目標を下回る成果に止まった

Ｄ 当初の目的・目標を大きく下回った

評価せず 感染症対策等が原因で意図に反して目標を達成できないが、下回ってもいない

区 分

施策と担当課

施策数

成 果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価

せず
総合

目的・目標を上回る 目的・目標を達成 一部の進展に止まった 目的・目標を下回る

１ 開かれた学校づくりの推進

学校教育課 ３ ２ １
Ｂ

教育総務課 ２ ２

２ 家庭教育の充実

学校教育課 ２ １ １ Ｂ

３ 地域力を育む社会教育の推進

社会教育課 ２ ２ Ｂ

４ 公民館活動の推進

社会教育課 ２ ２ Ｂ

５ 「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館

博物館 ４ １ ３ Ｂ

６ 豊かな心を育む図書館

図書館 ３ ２ １ Ａ

７ 幼児教育の充実

学校教育課 １ １ Ｂ

８ 学力向上の推進

学校教育課 ３ ３ Ｂ
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区 分

施策と担当課

施策数

成 果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価

せず
総合

目的・目標を上回る 目的・目標を達成 一部の進展に止まった 目的・目標を下回る

９ 特別支援教育の充実

学校教育課 ２ ２ Ｂ

10 組織的・機能的な学校運営

学校教育課 ３ １ ２ Ｂ

11 安心して教育を受ける機会の推進

学校教育課 １ １
Ｂ

教育総務課 ２ ２

12 教育環境の整備充実

教育総務課 １ １
Ｂ

社会教育課 ２ １ １

13 学校の適正配置の推進

学校教育課 １ １ Ｂ

14 人権尊重社会の担い手づくり

学校教育課 ４ ４ Ｂ

15 たくましい体の育成

学校教育課 １ １
Ｂ

社会教育課 ３ ３

16 学校給食の充実、食育の推進

学校給食センター ２ ２
Ｂ

社会教育課 １ １

17 体育・スポーツの振興

社会教育課 ４ ３ １ Ｂ

18 倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成

学校教育課 ３ ３ Ｂ

19 文化財の保存、活用、伝承

文化財課 ３ １ ２ Ｂ

計 ５５ ９ ４３ ２ １

4



                                         
倉吉市教育の創造 

・第３期倉吉市教育振興基本計画の進ちょく管理（５年計画の１年目）・働き方改革の推進 

・倉吉市教育委員会の活性化（教育に関する事務の点検・評価の推進、総合教育会議、学校・公民館訪問） 

・「倉吉市立小学校適正配置推進計画」に基づく学校再編の推進（各地区協議会での課題の明確化とその対応） 

・ＩＣＴの活用推進 

～行きたい学校・ 

帰りたい家庭・ 

住みたい地域～ 

令和３年度 倉吉市の教育方針と重点施策 

【教育理念】 

豊かな心を持ち 自立して生きる 未来を拓く 人づくり
【教育大綱】 

・創造性を培い、豊かな心と健やかな身体を養う。 

・幅広い知識を身に付け、自立して生きる力を養う。 

・社会の一員として、多様な人とともに、協働する力を養う。

・郷土を愛し、自然を大切にし、伝統や文化を尊重する 

態度を養う。 

第12次倉吉市総合計画 

まちづくりの基本理念 

【将来像】   

元気なまち、くらしよし、未来へ！ 

基本目標３【教育・文化】 

未来を拓く人を育て、芸術が輝くまちづ

くり 

教育基本法 

・人格の完成と、社会の形

成者としての国民の育成 

学校教育法 

社会教育法 

図書館法 

文化財保護法 

博物館法 

１ 社会全体が協働し学び続ける環境づくり 
開かれた学校づくりの推進 

・地域学校委員会の活性化  

・「学校評価アンケート」の実施と結果の分析・公表  

・倉吉市小中学校一斉公開   ・地域の次世代育成  

家庭教育の充実 
・PTA連合会との共催による教育講演会   ・地域未来塾 

・「くらよし子育て応援ブック」の活用  

・「倉吉の子育て十か条」の啓発、推進 

地域力を育む社会教育の推進 
・生涯にわたる学びの保障、機会の提供と環境整備 

（生涯学習講座、鳥取看護大学・鳥取短期大学公開講座の開

催） 

・将来の地域や社会を担う青少年の育成と活動の場つくり 

（放課後子ども教室、子ども会活動の支援、ハイスクールフォー

ラム、成人式実行委員会による成人式の実施） 

公民館活動の推進 
・人づくり、地域づくりにつながる公民館の機能強化 
(公民館研究指定事業等の実施) 
・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ職員の研修の充実と資質向上 
(館長・主事研修会、連携・共有による研究活動、社会教

育士資格の取得) 
「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館 

・美術賞の継続   ・テーマ性のある展示の展開 

・教育普及活動の充実 

豊かな心を育む図書館 
・図書の収集（社会のデジタル化推進に対応するための図書、

ビジネス支援・資格取得に関する図書） 
・山上憶良短歌賞作品の募集  ・老朽施設の修繕 

２ 創造性を培い、自立性・自主性を養う学校教育の推進 
幼児教育の充実 

・幼児教育と小学校教育の連携・接続カリキュラムの作成・活用  

学力向上の推進 
・教員がきめ細やかな指導を行うために必要な人的配置  

・相談体制の充実  

特別支援教育の充実 
・倉吉市「個別の支援計画」と「個別の指導計画」の活用 

・小学校 1 年生対象の読みに対する早期支援 

３ 安心・安全な教育環境の充実 
組織的・機能的な学校運営 

・働き方改革の推進 ・共同学校事務室の設置 

安心して教育を受ける機会の推進 
・教員がきめ細やかな指導を行うために必要な人的配置  
・相談体制の充実  ・各種就学援助の周知と適切な執行 
・奨学金制度 

教育環境の整備充実 

・学校施設の適正な維持管理 

学校の適正配置の推進 
・適正配置協議会、各地域説明会の開催 

４ たくましく健やかな心と体づくりの推進 

人権尊重社会の担い手づくり 
・「学校教育における人権教育の基本方針」に基づく人権教育の推進 
・学校満足度アンケートの活用  ・相談体制の充実  
・町内学習会の充実   ・情報モラル教育の推進 

たくましい体の育成 
・学校体育の充実   ・子どもの年齢に応じた体力づくりの推進 

学校給食の充実、食育の推進 

・栄養教諭などによる学校での食に関する指導 
・親子で学ぶ食の教室の実施 

体育・スポーツの振興 
・スポーツ活動支援（スポ少補助、体育大会、全国大会補助等） 
・体育施設の整備・充実（陸上競技場改修等） 
・生涯スポーツの推進（スポーツ推進委員、ニュースポー

ツ交流会） 
５ 文化資源の保存活用と文化・芸術の振興 

倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成 
・小中学生リーダー会議開催  ・くらよし風土記の活用 
・成人式実行委員会 

文化財の保存、活用、伝承 
・大御堂廃寺跡の整備と活用・中尾遺跡第3次発掘調査 

「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館【再掲】 

・美術賞の継続    ・テーマ性のある展示の展開 
・教育普及活動の充実 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

1
地域学校委員会
の活性化

学
校
教
育

各校地域学校委員会
の開催

地域学校委員任命

ボランティア募集開
始
地域コーディネー
ター・学校支援ボラ
ンティア活動（年
間）

各校地域学校委員会
による関係者評価
（１学期のまとめ）

各地区「教育を考え
る会」計画

学校ウェブページの
更新

 学校一斉公  アンケート結果の公
 表

前年度の学校評価結
果にもとづく学校経
営の重点化

 参観者のアンケート
 実施

ＰＤＣＡのサイクル
を意識した組織的・
継続的な改善

3
地域の次世代育
成

学
校
教
育

地域行事等での子ど
もの出番づくり
地域の次世代育成

4

・基本計画に基
づく重点施策実
施計画の策定
・教育に関する
事務の点検・評
価の推進

教
育
総
務

基本計画に基づく
重点施策実施計画
の策定及び定例教
育委員会へ実施計
画提案

「倉吉市教育行政
の点検及び評価」
を市議会へ提出

進捗状況チェッ
ク、中間評価

・計画訪問・諸行
事等への参加

・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによ
る情報発信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ
等)

・教育長メッセー
ジ（年度始め）

 第 １回（延期） 第１回
 第２回（中止）

・総合教育会議の
開催(5/27)
東伯地区・倉吉市
教育委員合同研修
会

市町村研究協議会
研究大会

市町村教育委員研
修会（県主催）

1
ＰＴＡ連合会と
の共催による教
育講演会

学
校
教
育

携帯電話、スマー
トフォンのルール
づくり検討

地域未来塾指導者
募集

地域未来塾担当者
との打合せ

生徒募集

地域未来塾の実施
（はばたき文化会
館、上井コミュニ
ティ）

生活困窮家庭への
支援（福祉部局と
の連携）

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

2

「学校評価アン
ケート」の実施
と結果・公表、
倉吉市小中学校
一斉公開

学
校
教
育

5

・倉吉市教育の
方針の明示
・住民の意向や
教育現場の実情
の把握
・総合教育会議
の充実
・教育委員の活
動の顕在化

教
育
総
務

2 家庭教育の充実

2 地域未来塾

学
校
教
育

1
社
会
全
体
が
協
働
し
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

1
開かれた学校づく
りの推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
各地区「教育を考え
る会」実施

各校地域学校委員会
（２学期のまとめ）

倉 吉市地域学校推進
 協議会［コロナ感染
予防］

各校地域学校委員会
よる関係者評価
（３学期のまとめ）

活動状況報告の集約

・各学校とも地域学校委員会
を３～５回開催し、コロナ禍
においても地域連携を推進し
た。地域学校委員、地域コー
ディネーターを中心にふるさ
と学習等で協力支援を得た。
・地域学校委員の開催につい
て、県版新型コロナ警報「特
別警報」発令期は書面決議等
で対応した学校があった。

Ｂ

 学校ごとの学校公開
 保護者・教職員・児
 童生徒アンケートを
 もとにした学校自己
評価（中間）と関係

次年度に向けた改善
策の検討と関係者評
価及び公開

 参観者のアンケート
 実施

学校評価の公表

 アンケート結果の公
 表

・新型コロナウイルス感染症
対応のため、未実施であっ
た。

-

定例教育委員会へ
中間評価の報告

・実施状況チェッ
ク、各課の自己評
価
・審議会等による
評価の実施

・教育行政の点検・評価を行
うとともに、実施計画を作
成、10月に進捗状況を確認、
3月に各課による自己評価を
行った。

Ｂ

 第 ３回（中止）

・教育長メッセー
ジ（新年）

 第 ４回（延期）

・総合教育会議の
開催

 教育講演会  教育委員との教育
 懇談会

教育講演会
携帯電話、スマー
トフォン使用につ
いてのガイドライ
ン作成 ・12/7教育講演会人数を制限

して実施参加者70名。
・ガイドラインは現在作成中
である。

Ｂ

●講演会参加者へのアン
ケートでは90.3%が満足と
回答があった。情報モラル
に対しての意識は高まっ
た。今後、各学校での研修
として｢実施してみたい｣が
48.4%、｢検討したい｣が
48.4%であった。保護者の
意識は高まった。他の保護
者への啓発が課題である。

上井教室閉級式
（2/26）中止

はばたき教室閉級
式（3/3）中止

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

●全ての小中学校が地域学
校委員会を開催し、コロナ
禍の影響を受けながらも地
域との連携が強化された。
●コロナ禍において、全て
の学校が学校行事をはじめ
とする各種教育活動の実施
や内容について地域学校委
員会と協議し決定すること
で、地域代表からの理解を
深めることができた。

●各学校ウェブページにお
いて、積極的な学校情報公
開が行われた。
●児童生徒の頑張りを全校
や職員全体で共有する、児
童生徒による行事のPDCAサ
イクルの実施など、豊かな
心づくりについて、７割の
学校で成果があった。
●地域人材の活用や、オン
ラインでの卒業式配信な
ど、工夫した活動が地域か
らの評価につながった。
●新型コロナウイルス感染
症対応のため、未実施で
あった。

・学校ウェブページについて
は、各学校において積極的に
情報公開が行われた。
・学校一斉公開、参加者アン
ケートは新型コロナウイルス
感染症対応のため未実施で
あった。

Ｂ

●各施策について概ね当初
の計画通り実施することが
できた。
●教育委員の活動、教育委
員会会議、総合教育会議等
の情報発信を行った。ホー
ムページ上の不適切な掲載
については、再発防止の強
化を図る。

・学校計画訪問、諸行事へ積
極的に参加した。
・リレーコラムや教育委員会
定例会、市長との意見交換の
場である教育総合会議を２回
開催し、その会議録等をホー
ムページに掲載し、情報発信
に努めた。
・ホームページにおいて不適
切な掲載が発生し、市民へ多
大な迷惑をおかけした。
・以後、ホームページ掲載時
の管理強化に努めた。

Ｂ

Ｂ

・倉吉地域未来塾を７月から
２会場で運営、実施した。気
象警報や新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、実施
を取り止めた場合があった
が、昨年度に続いて人数を制
限して開催した。
・生徒は学習指導者の支援を
受けながら熱心に楽しく学習
に取り組んだ。

Ａ

●鳥取県版新型コロナ警報
「特別警報」発令及び気象
警報発令による中止があっ
たが、以下のように実施し
た。
　上井教室18回
　はばたき教室22回

●中学３年生の参加者全員
（６人）が、希望する進路
へ進むことができた。

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

・生涯学習講座の
開催

・県連携講座
30人

・第１回　 53人

・鳥取看護大学・
鳥取短期大学公開
講座の開催

・第１回  60人  ・ 第２回
　大雨のため延期
 ・第３回
コロナのため延期

 ・ 第４回
コロナのため延期

・ 第５回
コロナのため延期

・放課後子ども教
室運営委員会

・市子ども会連絡
協議会総会〈書面
決議〉
・ 市子ども会育成
 者研修会（中止）
・ 市子ども会リー
 ダー研修会（中
止）

・中部少年少女の
つどい

＜夏休み子ども体
験教室＞
・はた織り＆草木
染め体験教室　 ９
人
・ドキドキ土器づ
くり教室土器づく
り編　16人

＜夏休み子ども体
験教室＞・ものづ
くり体験　20人
・ドキドキ土器づ
くり教室野焼き編　
15人
・ペーパーナイフ
づくり教室　 ３人

・成人式実行委員
会（役員、テーマ
決定）

・成人式実行委員
会（企画準備）

・R3成人式実行委
員会 （事前リハー
 サル）

・R3成人式
　オンライン開催

倉吉地区少年補導
センター事業への
参画、青少年育成
協議会との連携
・街頭補導(毎月）

・第１回運営委員
会（書面）

・高校生マナー
アップさわやか運
動（中止）

・第１回評議委員
会（書面）

 ・第１回倉吉市青
 少年育成協議会

・第２回運営委員
会（書面）
 ・青少年育成者研
 修会

・「家庭の日」絵
画作品募集

・第１回倉吉市青
少年育成協議会

・「家庭の日」絵
画作品審査会

・ 高校生マナー
 アップさわやか運
 動 中止

1

人づくり、地域
づくりにつなが
る公民館の機能
強化

社
会
教
育

・公民館研究指定
事業、地域活動指
導者養成講座の委
託、運営支援

2
コミュニティセ
ンター職員の研
修の充実と資質
向上

社
会
教
育

・職員初任者研修
会
・職員研修会

・館長研修 

・主事研修会 ・主事研修会 

・館長研修

・主事研修会 ・主事研修会 ・主事研修会 

1

生涯にわたる学
びの保障、機会
の提供と環境整
備

社
会
教
育

2

将来の地域や社
会を担う青少年
の育成と活動の
場つくり

社
会
教
育

・各地区子どもい
きいきプラン実施
・関金放課後子ど
も教室（児童館連
携型）開級
・放課後子ども教
室(１地区)

・成人式実行委員
募集

4
公民館活動の推
進

1
社
会
全
体
が
協
働
し
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

3
地域力を育む社会
教育の推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・第２回　 51人
・第３回　 50人

・第４回　 39人
・第５回　 45人
・特別講座
　 55人
・市内市外研修
　 10人

・第２回　 63人 ・第３回　 31人
・第４回　 59人
・第５回　 61人

 ・放課後子ども教
 室運営委員会

・放課後子ども教
室運営委員会

・ 市子ども会リー
 ダー研修会
（中止）

台湾台中市オンラ
イン交流会

・市子ども会育成
者研修会（資料提
供）

・市子ども会リー
ダー研修会（中
止）

・中部ハイスクー
ルフォーラム 　
 会場71人
 視聴42人

・成人式実行委員
会（企画準備）

 ・成人式実行委員
 会（企画準備）

・成人式実行委員
会（事前リハーサ
ル）
・成人式実行委員
会（未来中心下見/
打合せ）

・成人式
・実行委員会OBボ
ランティア

 ・成人式実行委員
 会（反省会）

・成人式実行委員
会（反省会）

 ・R3成人式実行委
 員会（反省会）

・第３回運営委員
会

・青少年育成者研
修会（資料配付）

 （・第２回倉吉市
 青少年育成協議
 会）

・第４回運営委員
会（書面決議）

・「家庭の日」絵
画作品巡回展
 12日～21日

・第２回評議委員
会（書面決議）

・倉吉地区少年補導センター
コロナの感染状況に応じた補
導活動の実施、運営委員会及
び評議員会の書面による開
催、資料配付による研修会の
実施

・青少年育成協議会
協議会の開催、各地区におけ
る青少年育成事業の委託、家
庭の日作品巡回展の実施。

●倉吉地区少年補導セン
ター、倉吉市青少年育成協
議会と連携した青少年健全
育成の活動及び啓発等を行
うことができた。

・上北条、西郷、上灘、社、
北谷、小鴨地区
　「地域づくり講座」
・上井地区
　「青少年教室」
・成徳、上小鴨
　「タウンカレッジ」
・明倫、灘手地区
　「成人講座」
・高城地区
　「家庭教育支援学級」
・関金地区
　「地域福祉講座」

Ｂ

●公民館研究指定事業につ
いて、全地区に委託して実
施。各地区それぞれの地域
課題に応じたテーマ・内容
について、住民が企画や運
営に関わりながら主体的に
学び、地域の課題解決につ
ながる取り組みとなった。

・館長研修

・主事研修会 ・主事研修会

・社会教育主事講
習 1/24～2/15

・主事研修会 ・主事研修会

・社会教育主事講
習 　4日～10日

・初任者研修１回、館長主事
合同の全体研修１回開催。
・毎月開催される館長会にお
いて自主研修を３回実施。
・主事研修については、年間
計画に基づき９回実施。
・社会教育主事講習を主事８
人が受講、社会教育士の資格
取得。

Ｂ

●コミュニティセンター所
管課である地域づくり支援
課と連携し、コミュニティ
センター職員の研修に携わ
り、計画に基づき実施し
た。また、社会教育主事講
習の受講を通じて資質向上
を図ることができた。

・生涯学習講座
「答えのない時代を生きる私
たち」と題し、新型コロナウ
イルス感染症予防策を講じた
上で全５回講座・研修を実施
した。感染症や変化する時代
を大きなテーマに現況や学習
者のニーズを踏まえた学びの
機会を提供することができ
た。
・看大・鳥短公開講座
「令和の時代をいきいき生き
る～コロナ後の世界に向け
て」をテーマに実施。コロナ
の影響を受けたが、開催時期
を変更することで、計画して
いた全５回の講座を実施する
ことができた。

Ｂ

●生涯学習講座及び鳥取看
護大学・短大公開講座につ
いて、コロナ感染状況によ
り一部計画変更を行ったも
のの、コロナ禍にあって市
民の関心の高い感染症と関
連した内容を専門的あるい
は実践的な視点で取り上
げ、市民の学習ニーズに応
じた学習機会を提供するこ
とができた。

・放課後子ども教室事業
各地区における放課後子ども
教室を市内で13教室、年間を
通して実施。また事業進捗状
況の確認及び情報交換を行う
運営委員会を２回実施。コロ
ナのため事業が十分実施でき
なかった地区もあったが、多
くの地区が工夫をして事業を
実施した。
・子ども会
新型コロナウイルスのため、
研修会等を中止にした。研修
に代わるものとして「倉吉市
子ども会育成テキスト」を配
布し、コロナ禍の中でもまな
びの機会を提供できた。
・その他
「夏休み子ども体験教室」
「中部少年少女のつどい」
「中部ハイスクールフォーラ
ム」を実施

Ｂ

●放課後子ども教室の各地
区等における取り組み、子
ども会活動への支援、その
他青少年を対象とした事業
について、コロナ禍の中感
染対策を講じながら、イン
ターネットの活用や資料提
供への代替等、創意工夫を
して青少年の育成を図る活
動の場や学習の機会を提供
することができた。

・延期とした令和３年成人式
をオンラインにより開催。
・令和４年成人式について、
新型コロナウイルス感染症対
策を講じて、集会形式で開
催。参加者には新型コロナワ
クチン接種済みまたはPCR検
査陰性の確認を行った。
・15名の実行委員が主体と
なって成人式実行委員会企画
の準備を進めた。コロナ禍で
はあったが、リモート会議を
活用することで協議の場を確
保した。
・OB・OGの体験談や助言を受
けて、より充実した企画内容
の検討や円滑な準備につな
がった。

Ｂ

●新成人による実行委員会
を組織し、自ら主体的に成
人式の企画運営を行うこと
を通じて、将来地域や社会
を担う若い世代の人材育成
につながる取り組みができ
た。

Ｂ

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
テーマ性のある
展示の展開

博
物
館

・共催展「片岡鶴
太郎展 顔-faces-
」開催（24日～5月
23日）
・片岡展プレ展示
（3日～18日）
・美術所蔵品展(3
月30日～4月18日)
「花の咲く風景」

・考古所蔵品展（3
月7日～6月27日）
「よみがえる古代
の美」

・歴史民俗資料所
蔵品展(2月28日～5
月27日)「倉吉の土
天神/和の模様～絣
と菓子」

・館外展示淀屋
「土天神」

・倉吉市美術展覧
会(13日～22日,27
日～7月6日)

・考古所蔵品展（6
月30日～8月9日）
「よみがえる古代
の美Ⅱ」

・歴史民俗資料館
所蔵品展「夏の風
物詩～民具とこと
わざ」(7月15日～8
月15日)美しい手仕
事～絣と染～」（7
月23日～9月26日）

・人間国宝・大坂
弘道展(8月21日～9
月26日)

・美術所蔵品展(7
月21日～8月15日)
「生誕100年徳吉英
雄/菅楯彦とゆかり
の人々」

2
美術賞（菅楯彦
大賞）の開催

博
物
館

・作品展示作業等
業務委託

・指名作家に対し
作品制作確認及び
搬入場所等の案内

・作品審査会（倉
吉博物館）

・審査結果広報

・ポスター、チラ
シ等印刷物作成

・ 京都会場展示
 （京都文化博物
 館）中止

・倉吉会場展示
（倉吉博物館 21日
～9月26日）

・鳥取県関係作家
作品展

・ 第10回記念シン
 ポジウム(中止)

3
教育普及活動の
充実

博
物
館

・博物館講座
フラワーボールペ
ンを作ろう（→延
期）

・自然ウオッチン
グ

自然観察さいしょ
の一歩

チョウやトンボを
観察しよう
 皆既月食と春の星
 座（中止）

水墨画を体験して
みよう

オオサンショウウ
オを見よう

フラワーボールペ
ンを作ろう

不動滝の植物観察
会
おさかな教室

・夏休み自然科学
展(7月23日～8月15
日)

 ペルセウス座流星
 群と夏の星座（中
止）

菅楯彦の書を見よ
う

ノシランを見よう

4

（新）博物館施
設の改修（警報
設備改修・新型
コロナウイルス
感染拡大予防改
修・空調設備及
び照明設備改
修）

博
物
館

・空調設備及び照
明設備改修設計業
務入札・契約

・警報設備改修設
計依頼

・感染拡大予防改
修工事(６月補正)

・設計管理業務起
工

・警報設備改修起
工

・設計管理業務入
札・契約

・警報設備改修入
札

・空調設備及び照
明設備改修設計業
務変更契約

・警報設備改修契
約

・設計業務部分完
了

・感染拡大予防改
修工事起工・入
札・契約

1
社
会
全
体
が
協
働
し
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

5
「感動」を生み「知
る喜び」を感じる博
物館
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・考古所蔵品展
（10月24日～2月8
日）「よみがえる
古代の美Ⅲ」

・鳥取県美術展覧
会（6日～13日,17
日～23日）

・歴史民俗資料館
所蔵品展(11月30日
～12月28日)「古い
道具と昔のくら
し」

・坂野真人作品展
(18日～26日)

・美術所蔵品展（2
月4日～3月13日）
「郷土の洋画家た
ち/美術賞の作家た
ち」

・考古所蔵品展
（2月11日～）「よ
みがえる古代の美
Ⅳ」

・倉吉市創作文華
展(17日～21日）

・「片岡鶴太郎展」、「倉吉
市美術展覧会」、その他共催
展等、計画どおりに開催でき
た。開催前には、日本海新聞
「博物館だより」企画展等の
展示内容を掲載し、郷土の文
化芸術等を広く周知できた。

・特別展「人間国宝・大坂弘
道展」においては、最晩年の
作品や道具類、図案などを展
示し、また制作現場を再現す
ることにより、大坂先生の作
品の制作過程に触れていただ
く機会を提供できた。

・常設展では、美術部門、考
古部門、民俗部門とも計画的
どおりにテーマを設定して展
示替えを行った。

Ａ

・市民賞広報

・作品返却

・受賞作品の展示
広報 ・新型コロナウイルス感染症

の感染拡大予防のため、従来
大阪市内で行っていた審査会
を初めて倉吉博物館で実施し
た。また、京都会場の展示、
表彰式及びシンポジウムを中
止した。また、受賞者も来館
できない状況であった。

・大賞、市民賞を買い上げす
ることにより、今後も市民の
皆様に鑑賞していただく。

Ｂ

倉吉絣及び倉吉千
歯の調査実習

秋の星座と木星と
土星

大山の火砕流を見
よう

天神川のサケを見
よう

切り絵に挑戦 大御堂廃寺と出土
遺物

国府川の水鳥を見
よう

 昭和の合併と倉吉
 市誕生の歩み（中
止）

 首長墓から家族墓
 へ（中止）

春の打吹山を見よ
う

・博物館講座は、計画10回に
対し、８回（うち１回は鳥取
県史連携講座を鳥取県立公文
書館と共催）開催した。２回
は、新型コロナウイルス感染
症予防のため中止した。

・自然ウオッチングは、動物
５回、植物２回、天体１回を
開催した。天候不良、新型コ
ロナウイルス感染症予防のた
め２回中止した。

・夏休み自然科学展を予定ど
おり開催した。

Ｂ

・警報設備改修工
事

・臨時休館
9月28日～10月23日

・感染拡大予防改
修工事

・空調設備及び照
明設備改修設計業
務完了

・感染拡大予防改
修工事　博物館男
女トイレ・エント
ランス完成

・警報設備改修工
事完成

・資料館休館
１月4日～3月16日

・設計監理業務完
了

・感染拡大予防改
修工事　資料館多
目的トイレ・博物
館裏通用口完成

・警報設備改修工事は、予定
どおり完了し、受信機、副受
信機、発信器・地区ベルの改
修を行った。

・新型コロナウイルス感染拡
大予防改修工事は、予定どお
り完了し、博物館男女トイレ
の抗菌改修、エントランス・
裏通用口の自動ドア化、資料
館トイレの抗菌改修を行っ
た。

・空調設備及び照明設備改修
工事設計業務は、照明設備の
実施設計は工事発注時期を考
慮し、先送りしたが、空調設
備の実施設計は予定どおり完
了した。

Ｂ

Ｂ

●特別展「片岡鶴太郎
展」、企画展「市展」「創
作文華展」を予定どおり開
催した。また常設展におい
て各部門の収蔵資料を時機
を捉えたテーマを設定し展
示公開することで、「知る
喜び」を感じていただくこ
とができた。

●特別展「人間国宝・大坂
弘道展」の来館者アンケー
トによると、作品の細部に
至る丁寧で緻密な技巧を用
いた作品の素晴らしさに感
動したとの感想が多数寄せ
られている。また、作品は
もちろん、制作過程や下
絵、道具類、制作中の部品
の展示を行うことにより大
坂先生の息遣いまで届いた
ように感じるなどの声をい
ただき、作品の制作過程を
知る喜びを感じていただけ
た。

●特別展「第10回菅楯彦大
賞展」については、特別展
「人間国宝・大坂弘道展」
と同時開催することによ
り、様々な層の方に鑑賞の
機会を持っていただくこと
ができた。

●倉吉博物館講座及び自然
ウォッチングは、新型コロ
ナウイルス感染症予防のた
め、定員を設け事前申込み
としたことにより、受講者
数は減ったものの、多様な
テーマでの講座や観察会の
実施により知る喜びを感じ
ていただくことができた。

●警報設備改修工事の実施
に当たっては、国の有利な
補助制度を活用し、老朽化
した受信機等を予定どおり
改修することができた。

●感染拡大予防改修工事に
ついては、開館しながらの
工事となり、来館者にご迷
惑をおかけすることとなっ
たが、時機をとらえてエン
トランス、裏通用口の自動
ドア化、トイレの抗菌改修
を行うことにより、コロナ
対策を行いながら、さらに
長年の懸案であったバリア
フリーの改修をすすめ、安
心安全な鑑賞環境を提供す
ることができた。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

・ブックスタート　
（絵本プレゼント
　・読み聞かせ）
○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

・おはなしかい
 ○あかちゃん
 ○3歳～小学生
 ○むかし話

 ○あかちゃん
 ○3歳～小学生
 ○むかし話

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

○ あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

○ あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

・第63回こどもの
　読書週間
（テーマ展示、特
製しおりプレゼン
ト、ガチャ本）

・倉吉民具講座
（共催：鳥取県立
　公文書館）

・夏休み工作教室
（シトラスリボン
　づくり）

・本のしりとり
　スタンプラリー

・おてんきひろば
（共催：鳥取地方
　気象台）
・夏休み工作教室
（新聞紙エコバッ
グ）

・放送大学
　出前講演会
（共催：放送大学
　鳥取学習ｾﾝﾀｰ）

・音読教室
　（高齢者）
　　 第1回（中止）

 第2回（中止） 第3回 第4回 第5回 第6回

・起業・経営
　なんでも相談会
　　　第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

・ビジネス情報
　相談会

第2回 第3回 第4回 第5回

・特許等相談会
第2回 第3回 第4回 第5回

・就農相談会 ・就農相談会

・わくわく子育て
　応援コーナーの
　充実
　（子育て世代）

・けんせつ絵本
（協力：とっとり
　建設女星ネット
　ワーク）

・進学･就職応援
　コーナーの充実
　（中高生）

・音訳・点訳資料
　作成
　（障がい者）

3
山上憶良短歌募
集・文芸団体へ
の支援

図
書
館

【山上憶良
　短歌募集事業】

【倉吉文芸】

・第1回実行委員会
（実施要項決定・
　広報開始）

・第1回編集委員会
（実施要項決定・
　広報開始）

・全国結社などに
　広報協力依頼　

・倉吉文芸広報

・作品受付

・山上憶良を学ぶ
　授業

・関連資料の館内
　展示・事業PR

・作品受付

・県歌人会による
　小学生作歌指導

1 読書活動の推進
図
書
館

1
社
会
全
体
が
協
働
し
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

6
豊かな心を育む図
書館

2
対象者のニーズ
に応じた事業・
サービスの提供

図
書
館
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○6か月    　　 
○1歳6か月

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話
〇けんせつ絵本
ワークショップ

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話
○けんせつ絵本
ワークショップ

 ○あかちゃん
 ○3歳～小学生
 ○むかし話

 ○あかちゃん
 ○3歳～小学生
 ○むかし話

・第75回読書週間
・絵本作家子育て
　講演会
（共催：中部読書
　活動推進ﾌｫｰﾗﾑ
　実行委員会）
・読書活動推進
　啓発
（鳥取県立図書館
　連携）
・ぬいぐるみの
　おとまりかい
・倉吉民具講座
（共催：鳥取県立
　公文書館）

・鴨川中学校
　スタンプラリー
（学校図書館連
携）

・市生涯学習講座
　特別講座　　　　

・お正月企画

第7回 第8回 第9回  第10回（中止）  第11回（中止）  第12回（中止）

第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回

第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回

第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回

・就農相談会

・国際交流
　ライブラリー
　講演会
（共催：鳥取県立
　図書館）

・大人のための短
歌教室

・第2回編集委員会
・第3回編集委員会

・応募作品
　取りまとめ

・審査方法検討会

・編集開始

・第1次審査

・第2回実行委員会

・最終審査

・山上憶良短歌賞
　受賞作品集
　編集開始

・ 倉吉文芸表彰式
（中止）

・倉吉文芸発行

・ 山上憶良短歌賞
 　表彰式（中止）

・ 第10回記念永田
 先生講演会（中
止）

・受賞作品集発行

・山上憶良短歌賞は、全国及
び海外から4,249首（うち市内
小学生643首、市内中学生317
首、合計960首）の応募をいた
だいたが、昨年度から約1,300
首減少してしまった。学校数
はほとんど変わらないもの
の、新型コロナウイルスまん
延の影響で通常の授業でも再
編成に苦慮する中、取り組め
る学年数が減少したものと分
析している。
・なお、第10回の節目であっ
たが表彰式及び記念講演会は
中止した。
・倉吉文芸は、表彰式は中止
したが計画通りに取り組ん
だ。特に短大への働きかけに
より学生2名から応募があっ
た。

Ｂ

・ブックスタート事業は、読
み聞かせ指導が思うようにで
きなかったが、絵本プレゼン
トなど子ども家庭課と連携し
て実施した。
・おはなしかいは、3密対策が
なかなか取りづらいことから
中止する機会が多くなった。
・そうした中、「とっとり建
設女星ネットワーク」による
おはなしかいとワークショッ
プ（倉吉・せきがね）を開
き、小さなお子様連れの親子
に楽しんでいただいた。
・倉吉パークスクエアオープ
ン20周年記念として関係団体
との共催事業を開催し、展示
コーナーを設けたり出前図書
館を実施し読書活動推進につ
なげた。

Ａ

○あかちゃん
○3歳～小学生
○むかし話

・おはなしかい
　小道具作り

・農業者のための
　セミナー
（共催：農山漁村
　文化協会中四国
　支部）

Ａ

●自館だけの取組に終始せ
ず、倉吉パークスクエア
オープン20周年記念として
取り組んだ種々の共催事業
や、とっとり建設女星ネッ
トワークとの新たな連携、
そしてボランティアグルー
プの垣根を越えて一緒に人
材育成を図ろうとする取組
の支援など、意図的に関係
団体にアプローチし、連携
を深めていった。
●新型コロナウイルス対策
を講じたり、代替のものが
できず中止せざるをえな
かったもの、あるいは山上
憶良短歌賞のように不可抗
力で応募数が減少してし
まったものもあるが、年間
を通しては計画した以上の
取組により成果を出せたも
のと考える。
●図書館が、多様性を持っ
て市民の豊かな心を育み、
そして暮らしに役立つ情報
の発信・提供により地域の
ハブとなれるよう、引き続
き取り組んでいく。

・音読教室は、大声に出して
読むことが目的であり3密対策
が取りづらいことから中止す
る機会が多くなった。
・各種相談会は、関係機関と
調整しながらオンライン開催
に切り替えて対応した。
・各展示コーナーは、資料収
集方針に基づき計画的に資料
充実を図り、ポップや装飾な
ども工夫しながら楽しんでい
ただいた。
・特に、期間限定ではあった
が、「とっとり建設女星ネッ
トワーク」との新規の連携が
始まり、当館が所蔵していな
いけんせつ絵本をお借りし
て、利用者へ貸し出し、小さ
なお子さんに喜んでいただけ
る新たな魅力と機会が増え
た。
・音訳資料作成においては、
人材育成を図るための勉強会
「ののはなパル」が立ち上が
り、2つの音訳ボランティアグ
ループから複数人集まり、毎
月開催されることとなった。

Ａ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

7 幼児教育の充実 1

「幼児教育、小
学校教育連携カ
リキュラム」の
作成・活用
幼児の子育て支
援体制の継続・
充実

学
校
教
育

スタートカリキュ
ラムの実施

系統的な子育て相
談体制

小学校区連携推進
計画の作成

倉吉市幼児教育研
究会

５歳児すこやか相
談

 倉吉市幼児教育研
 究会（研修会）

1

「主体的・対話
的で深い学び」
を目指した授業
改善

学
校
教
育

研究主任研修
（オンライン）
教育センター研修
校内授業研におけ
る指導助言、要請
訪問（年間）

研究主任訪問
(年会各校２回)

学校計画訪問での
指導助言（西郷
小・西中・久米
中）

研究主任研修会
（オンライン）

中学校区教育の計画
作成

 異種校経験者の講
 演・講義

ICT活用推進
・デジタル教科書、
学習支援ソフト等

小学校高学年の教科
担任制推進

中学校ＮＲＴ（標準
学力検査）実施
全国学力学習状況調
査実施

ICTを活用したとっ
とり授業改革推進事
業（西中・小鴨小・
明倫小・上小鴨小）

推進校２校で実施

要請訪問（成徳小・
社小）

中学校区別小中合同
研修会
要請訪問（北谷小）

取り組み事例の集約
と検討

要請訪問（河北小）

ICT環境整備（児童
生徒用端末整備・校
外ネットワーク整備
他）

3 情報教育の推進

学
校
教
育

eラーニング教材
（すらら）導入研
修会

 ICT支援員の配置・
 支援

ICTを活用したとっ
とり授業改革推進
事業（西中・小鴨
小・明倫小・上小
鴨小）

プ ログラミング学
 習公開（明倫小）
１１月に延期

ICT支援員の配置・
支援

ICT支援員による巡
回支援

ＩＣＴ活用学習公
開（小鴨小）

第１回学習状況確
認テスト

1

「個別の支援計
画」と「個別の
指導計画」の活
用
～支援を必要と
する児童生徒を
支える学校体制
づくり～

学
校
教
育

特別支援教育主任
研修会

個別の支援計画・
指導計画の作成

自立活動研修会
（指導計画につい
て）

就学支援連携名簿
の共有

前期1年生、特別支
援学級訪問

小中学校・養護学
校体験の実施

特別支援教育主任
研修会（教育課
程・教科書）

1学期振り返り

1学期の評価と2学
期の目標設定

自 立活動研修会
 （小・中）

倉吉市就学支援委
員会

2
小学校１年生対
象の読みに対す
る早期支援

学
校
教
育

1年生担任対象ＭＩ
Ｍ研修会

第1回ＭＩＭ－ＰＭ
ＭＩＭ検討会

1年生担任対象ＭＩ
Ｍ研修会

8 学力向上の推進

2 学力向上推進

学
校
教
育

9
特別支援教育の
充実

２
創
造
性
を
培
い
、
自
立
性
・
自
主
性
を
養
う
学
校
教
育
の
推
進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

アプローチカリ
キュラムの実施

倉 吉市幼児教育研
 究会〔公開）

５歳児すこやか相
談

社校区公開授業・
研修会

５歳児すこやか相
談

 倉吉市幼児教育研
 究会

・新小学１年生用リーフレッ
トの見直しを行う。来年度完
成予定。
・研究会についてはコロナ感
染拡大防止のため中止した。

Ｂ Ｂ

●推進事業を行っている社
小校区では、連携が進ん
だ。この取組を各小学校区
に広げることが課題であ
る。

学校計画訪問での
指導助言（高城
小・鴨川中）

研究主任研修会
（８月実施）

学校計画訪問での
指導助言（河北
小・成徳小・上小
鴨小・社小）

学校評価による点
検

成果と課題の共有
と改善策について
の検討 （研究主任
 者会等）

授業づくりに対す
る指導助言

授業づくりに対す
る指導助言

学力実態の把握と
分析

Ｂ

中学校区合同研究授
業

要請訪問（河北小・
上小鴨小）

推進校2校で後期時
間割を再編成

中学校区別小中合同
研修会

要請訪問（明倫小）

中学校ＣＲＴ実施

取り組み事例の集約
と検討

小学校ＮＲＴ実施

要請訪問（東中）

特色ある中学校区教
育の成果と課題の把
握と改善策の提案

推進校2校が実施報
告を提出
（成果と課題分析）

今年度の成果の集約
と次年度活用の指針

 ＩＣＴ活用学習公
 開（西中）

プログラミング学
習公開（明倫小）

第２回学習状況確
認テスト

Ｉ ＣＴ活用学習公
 開（小鴨小）９月
に変更

・eラーニング教材「すら
ら」の活用率は100％。学習
状況確認テストを導入し、個
別最適化学習が可能となっ
た。
・西中校区の推進事業では毎
月ICT担当と事務局が連絡会
を行い、実践の共有・実行が
できた。

Ｂ

●学校行政評価アンケート
・タブレットを使った授業
で「学習がわかりやすく
なった」と回答した児童生
徒の率
　小：85.9％
　中：75.6％
＊成果指標
　Ａ：90％以上
　Ⓑ：70％以上
　Ｃ：70％以下
●「まずは活用してみる」
という目標で取り組み、ほ
ぼ達成できた。

後期1年生、特別支
援学級訪問

２学期の評価と３
学期の目標設定

 倉吉市子どもの発
 達支援研修会

年間振り返り

３学期の評価と来
年度の目標設定・
引き継ぎ

・各学校の個別の支援計画、
指導計画については特別支援
学級訪問時に点検し、指導を
行った。
・支援計画については支援会
議等で活用した。
・就学支援委員会では112名
の審議を行った。

Ｂ

●支援計画、引き継ぎで活
用したり、各学期毎に評価
したりすることで一人一人
の支援について考えること
ができた。

第2回ＭＩＭ－ＰＭ
ＭＩＭ振り返り

第3回ＭＩＭ－ＰＭ
ＭＩＭ検討会
2学期振り返り

第4回ＭＩＭ－ＰＭ

・ＭＩＭの指導教材をデジタ
ル化し、各学校へ提供した。
・個別対応が必要な児童に指
導教材を活用してもらい、向
上を確認した。

Ｂ

●ＭＩＭ 6月→12月→2月
3rd　55％→26％→21％
2nd　14％→18％→26％
(3rdとは個別に支援の必要
な児童、2ndとは集団の中
で個別の声かけが必要な児
童）
●数値として3rdの値が減
り、2ndの値が増えた。個
別の支援が必要な児童が減
り、集団の中での支援で対
応ができるようになり、改
善されてきた。

・中部教育局と連携し、研究主
任研修、研究主任訪問を実施
し、研究推進に係る助言を行っ
た。
・1人1台端末活用について推進
校を中心に活用事例等の共有を
進め、各校での活用を推進し
た。

●全国学力学習状況調査の
質問紙調査
・「授業で課題の解決に向
けて、自分で考え自分から
取り組んだ」に肯定的な回
答の割合（全国比）
　小６：78.4（＋0.2）
　中３：83.6（＋2.6）
・「質問：話し合う活動を
通じて自分の考えを深めた
り広げたりすることができ
ているか」に肯定的な回答
の割合（全国比）
　小６：84.4（＋5.6）
　中３：78.8（＋1.0）
＊成果指標
　Ａ：80％以上
　Ⓑ：60％以上80％未満
　Ｃ：60％未満
●教員の理解は深まってい
るが、具体的な授業改善に
ついてはまだ教員によって
差がある。

・要請訪問７回実施。授業の質
の向上について指導助言を行っ
た。
・各種学力調査を実施し、結果
をもとに本市の学力課題につい
て分析を行った。結果概要を教
育委員、学校教育審議会等へ伝
達し、ホームページにて公開し
た。また、結果をもとに各小中
学校へ学力向上の活用・実践を
はたらきかけた。
・小学校教科担任制について、
推進校２校が県の事業に沿って
実施した。
・ICT教育に必要な環境を概ね整
備することができた。

Ｂ Ｂ

●全国学力学習状況調査の
結果
・小学６年正答率（全国
比）
　国語　66.0（＋1.3）
　算数　69.0（－1.2）
・中学３年正答率（全国
比）
　国語　63.0（－1.6）
　数学　58.0（＋0.8）
＊成果指標
Ａ：全国平均より３ポイン
ト以上上回る
Ⓑ：全国平均と概ね同程度
Ｃ：全国平均より３ポイン
ト以上下回る
●児童生徒の学力は全国平
均とほぼ同等である。
●学力の二極化への手立て
が引き続き必要。

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
組織的・機能的
な学校運営体制
の確立

学
校
教
育

意図的・計画的・
継続的なＯＪＴの
実践

校務分掌の整理と
合理化

学校評価と評価・
育成制度とのリン
クによる個々の教
職員のミッション
の自覚

教職員評価・育成
制度実施

 学校公開時アン
 ケート実施

研修内容と実際の
業務との差がない
かの評価・改善

2
働き方改革の推
進

学
校
教
育

学校行事・労働時
間の見直し、ノー
残業デーの設定

安全衛生推進協議
会開催

安全衛生推進協議
会開催

学校閉庁日の設定 安全衛生推進協議
会開催

3
共同学校事務室
の設置

学
校
教
育

責任者会の開催

共同事務室に向け
た備品搬入

事務の効率化・平
準化に向けた取組

責任者会の開催

業務担当者会の開
催

業務担当者会の開
催

事務職員全員研修
会開催

責任者会の開催

1 相談体制の充実

学
校
教
育

SSWｒによる支援活
動（年間）
SSWｒによる学校訪
問（月１回）
心の教室開設

教育心理相談士に
よる研修会（心の
教室相談員対象）

教育心理相談士に
よる研修会（ 心の
 教室相談員対象
SSWr対象）

2

教育助成の充実
（就学援助事業
の周知と適切な
執行）

教
育
総
務

就学援助の委任
状・口座等とりま
とめ

修学旅行費支払い 学用品費等支払い

特別支援教育就学
奨励費希望取りま
とめ

特別支援教育就学
奨励費支給決定

学用品費等支払い

特別支援教育就学
奨励費支払い

3

・高校生等通学
費助成の実施
（周知と適正な
執行）

教
育
総
務

制度周知

仮申請受付

通学費補助金申請
受付　55件

３
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
充
実

10
組織的・機能的な
学校運営

11
安心して教育を受
ける機会の推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

 学校公開時アン
 ケート実施

研修内容と実際の
業務との差がない
かの評価・改善

保護者・教職員・
児童生徒アンケー
トをもとにした学
校自己評価（中
間）と関係者評価

教職員評価・育成
制度実施

実務を通じて業務
のノウハウを習得

・各学校で学校自己評価を実
施し、今年度の反省と次年度
の改善につながる評価を行っ
た。

Ｂ

●学校自己評価により、各
校の自己評価を実施した。
●児童生徒の良さを職員全
体で共有するなど、職員全
体で個々の児童生徒育成に
努める体制が広がってき
た。
●新型コロナウイルス感染
症の拡大防止のため、学校
公開とアンケートは未実施
であった。

学校閉庁日の設定 学校閉庁日の設定 安全衛生推進協議
会開催

次年度の学校行事
計画

・安全衛生委員会を年４回実
施し、教職員の残業時間が減
少した。
・ハラスメント防止要綱の制
定を行った。

Ｂ
●30時間超勤務教職員割合
　令和２年度　51％
　令和３年度　39％

学校管理規則改定 責任者会の開催

業務担当者会の開
催

事務職員全員研修
会開催

責任者会の開催

共同学校事務室設
置準備

・令和４年度の本格実施に向
け、事務室の設置が完了し
た。

Ａ

●各事務室において、特徴
的な取り組みがなされた。
・「事務処理の流れ」作成
・新規採用者育成

加配要望
少人数学級、教員
補助員予算要求

・SSWｒが東中・西中・河北
中は週１回、久米中・鴨川は
隔週で開催される「いじめ不
登校生徒支援委員会」に出席
し、生徒の情報共有と助言を
行った。
・小学校には３日欠席連絡で
状況の聞き取りを実施。必要
に応じて支援会議や家庭訪問
に参加し、早期支援を行っ
た。

Ｂ

学用品費等支払い

特別支援教育就学
奨励費支払い

新入学学用品費支
払い（早期支給分)

・就学援助については、予定
どおり支給できた。新入学学
用品費を２月中旬及び３月中
旬に支給した。
・特別支援教育就学奨励費に
ついても計画的に支給した。

Ｂ

通学費補助金申請
受付（年間分）

通学費補助金申請
受付　108件

通学費支給決定・
支払い（年間分)

通学費補助金申請
受付（3月分）６件

・年２回受付分はほぼ計画ど
おり、３月25日受付分は４月
に交付し適切に執行した。

Ｂ
●適切に交付事務を執行す
ることができた。

Ｂ

Ｂ

●不登校児童生徒の学校復
帰率（令和３年３月末現
在）
・継続的に登校
　小： 6％
　中：20%
・断続的に登校
　小：43％
　中：30%
・登校チャレンジ
　小： 0％
　中： 8%
●合計小学校は49％、中学
校は58％の児童生徒が学校
に復帰または、復帰しよう
としている。
・SSWｒが関わった人数
　小：25名
　中：23名
・スクールカウンセラーの
相談件数
　小：延べ412件
　中：延べ290件
・心の教室相談員の相談件
数
　中：1054件
●児童生徒の個々のニーズ
に合わせた相談体制をとる
ことができた。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
学校施設の適正
な維持管理

教
育
総
務

維持補修工事（小
鴨小プールサイド
改修・高城小校舎
箱樋笠木他修繕・
東中学校受水槽改
修他）、修繕

社小学校駐車場整
備

災害復旧工事（明
倫小グラウンド・
明倫小五輪の森緊
急対応・久米中消
防設備他）

陸上競技場
トラック等改修
実施設計業務

設計業務契約

（6/7）

 工事設計契約

陸上競技場
トラック改修
工事

陸上競技場
3種検定備品購入

検定員協議・確認 入札準備

陸上競技場横トイ
レ感染症対策工事

設計業務契約

（7/19）

設計完了

（8/30）

工事開始（9/30）

スポーツセンター
外壁調査業務
入札・業務開始

5/17契約 8/31完了

温水プール
自動ドア・非常用
照明修繕
業者決定・着手

修繕完了

相撲場
樹木伐採業務
業務完了

庭球場横倒木
伐採
契約（4/15）
完了（4/23）

体育施設
12条法定点検

入札・業務開始

（6/21）

業務完了

（9/15）

庭球場人工芝改修
工事（2期）

工事完了（7/8）

射撃場法面
動態調査業務

補正予算 現地確認等 入札準備 調査契約

（9/27）

【災害復旧】
陸上競技場

※被災(7/8)
被災状況確認

土砂撤去
着手（7/16）
完了（8/20）

※災害査定
トラック復旧
工法等検討

【災害復旧】
射撃場

※被災(7/8)
復旧工事
着手（7/14）
完了（7/29）

※災害査定
事後査定

【災害復旧】
相撲広場

※被災(7/8)
復旧工事
着手（7/14）
完了（7/19）

※災害査定
事後査定

【災害復旧】
庭球場

※被災(7/8)
復旧工事
着手（7/14）
完了（7/19）

※災害査定
事後査定

【災害復旧】
市営球場

※被災(7/8)
復旧工事
着手（10/5）
完了（10/20）

※災害査定
事後査定

13
学校の適正配置
の推進

1
適正配置協議
会、各地域説明
会の開催

学
校
教
育

各地域説明会開催

集合学習の実施

小 学校適正配置協
 議会開催

検討委員会（成
徳・明倫・灘手地
区）設立、開催

検討委員会（成
徳・ 明倫・灘手地
区）開催

小 学校適正配置協
 議会開催

 統合準備委員会
 （成徳・明倫・灘
 手地区）の設立、
 開催
検討委員会（成
徳・灘手地区）開
催

統合準備委員会
（成徳・明倫・灘
手地区）の開催

３
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
充
実

12
教育環境の整備
充実

2
体育施設の整
備・充実（陸上
競技場改修等）

社
会
教
育
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

明倫小学校五輪の
森災害復旧工事

・当初予定工事は概ね計画の
とおり。
・明倫小学校五輪の森災害復
旧工事については、例年にな
い天候及び関連工事（水道事
業）との調整及び入札不調等
により年度内完成が困難であ
ると見込まれるため、令和4
年度繰越とした。

Ｂ

 設 計業務完了
設計変更契約 設計業務完了

（1/14）

・当初予定していなかった陸
上競技場改修工事設計業務
は、７月豪雨により履行期間
を延長し、業務を完了した。

 入札・契約  入札・契約  完了予定
 検定準備

・７月豪雨の影響により設計
業務に時間を要し、年度内に
工事を完了できないため、次
年度に実施することとなっ
た。

購入契約

（10/29）

納入(12/17）  納入期限（3/10）
・公認検定必備用具の購入に
ついては、予定通り納品し、
納品等検査を完了した。

工事完了

（12/24）

・陸上競技場横トイレ感染症
対策改修工事は、工事工程表
のとおり実施し、工事を完了
した。

・予定通り業務を完了し、ス
ポーツセンターの改修にあた
り、外壁改修、屋上防水改修
及び高架水槽（撤去、新設）
改修工事を要する。

・修繕額５０万円未満のた
め、指定管理者により修繕
し、業務を完了した。

・櫻相撲大会開催前までに伐
採を完了した。

・予定通り、業務を完了し、
体育施設の維持管理のため、
修繕等の計画を検討する。

・予定通り工事を完了した。
８月1日から庭球場をオープ
ンし、人工芝の庭球場となっ
たことにより、利用者が増加
した。

調査完了

（3/25）
・動態観測を実施中であり、
調査完了後、射撃場の修繕等
の検討を進める。

設計業務契約

（10/11）

設計完了

（11/30）

 設 計完了

工事契約
（12/24）

 工事発注

工事完了

・設計業務を完了後、工事発
注、工事日程を調整し、3月
18日に工事を完了。

・災害発生から短期間で復旧
を完了

・災害発生から短期間で復旧
を完了

・災害発生から短期間で復旧
を完了

・災害発生から短期間で復旧
を完了

小学校適正配置協
議会開催

統合準備委員会
（成徳・明倫・灘
手地区）の開催

統合準備委員会
（成徳・明倫・灘
手地区）の開催

小学校適正配置協
議会開催

統合準備委員会
（成徳・明倫・灘
手地区）の開催

統合準備委員会
（成徳・明倫・灘
手地区）の開催

スクールバス補助
申請

・各地域に積極的に出向き、
説明や情報提供を行った。
・複数地域で進展があった。

Ｂ Ｂ

●成徳小・灘手小準備委員
会を設置し、令和５年度開
校に向けて進行している。
●上小鴨小学校PTA会長名
で要望書が提出された。
●高城、北谷地区の代表者
が集まり、今後の方向性に
ついて調整を行っている。

Ａ

●工事関係については、7
月豪雨により、当初計画し
た陸上競技場が被災し、設
計までは完了した。しか
し、ウレタン舗装の張替が
令和3年度末まで工期が必
要となったため、令和3年
度を工事を不執行とし令和
4年度に施工することとし
た。
●この変更により、陸上競
技場で予定されていた令和
4年度大会等の変更が必要
となり、競技団体と協議・
了承されたが、開催が厳し
い大会も生じる状況となっ
た。
●なお、被災した各施設及
びその他工事等は概ね予定
どおり実施され迅速に対応
できた。

Ｂ

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

「学校教育にお
ける人権教育の
方針」に基づく
人権教育の推進

学
校
教
育

4/13 第１回人権教
育主任者会（市・
県の取組）

 第２回人権教育主
 任者会

 学校公開時の道
 徳・学級活動の公
 開

第 ３２回人権教育
主任者会

・「いのちの安全
教育」研修会の実
施（407名の教職員
が参加

2
学校満足度アン
ケートの活用、
相談体制の充実

学
校
教
育

欠席月３日連絡
不登アセスメント
シートの作成と活
用（年間）生徒支
援員会への出席

hyper-QU

生徒指導について
の学校計画訪問
（年間）
教育相談実施

3
いじめを許さな
い学校体制づく
り

学
校
教
育

生徒支援委員会へ
の出席（指導主
事・SSWｒ）
生徒指導主任主事
研修会
月例報告（年間）
による実態把握

倉吉市青少年問題
対策協議会開催

生徒指導訪問の実
施

 生徒指導主任主事
 研修会

4
情報モラル教育
の推進

学
校
教
育

小中学校９年間の
年間指導計画の活
用

情報機器の正しい
活用の理解

４
た
く
ま
し
く
健
や
か
な
心
と
体
づ
く
り
の
推
進

14
人権尊重社会の
担い手づくり
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

地区学習会計画訪
問

 学校公開時の道
 徳・学級活動の公
 開

東 中校区同研（東
 中、成徳小、上灘
 小、灘手小）

第３回人権教育主
任者会

第４回人権主任者
会（各学校実践報
告）オンライン実
施

・新型コロナウィルス感染症
対策のため、校区同研の発表
大会は中止し、書面発表と
なった。
・人権主任者会は予定通り4
回実施し、小中学校間の情報
共有や児童生徒の実態に合わ
せた指導方法について協議を
行い、実践に活かした。

Ｂ

●学校教育審議会の委員よ
り、以前に比べ人権学習の
取組が低下してきていると
の指摘があった。また、取
組変化が無いとの指摘も
あった。
●本年度の人権教育主任社
会では、部落問題学習のあ
り方、性の多様性に関する
指導のあり方を研修し、学
校の指導に生かせるように
した。また、子どもを性被
害の加害者にも被害者にも
しない、「いのちの安全教
育」研修会を市内400名の
教職員対象に行い、意識の
高まりがみられた。

生徒指導について
の学校計画訪問
（年間）

hyper-QU

教育相談実施
・毎週生徒支援委員会が実施
される３中学校以外は、３日
欠席連絡により随時SSWｒが
聞き取りを実施。早期支援を
実施した。
・長期欠席30日以上の児童生
徒について、アセスメント
シートを作成し、実態把握と
チームでの支援体制の構築を
図った。

Ｂ

●全国学力学習状況調査の
結果
・「自分には良いところが
あると思う」と回答した児
童生徒の率
　小：84％
　中：82.3％
＊成果指標
　Ⓐ：80％以上
　Ｂ：70％以上
　Ｃ：70％以下
・「学校に行くのは楽し
い」と回答した児童生徒の
率
　小：76.6％
　中：76.7％
＊成果指標
　Ａ：80％以上
　Ⓑ：70％以上
　Ｃ：70％以下
・小中学校の不登校率
　（令和３年12月末現在）
　小：1.17％
　中：5.64％　

 生徒指導主任主事
 研修会

倉 吉市青少年問題
 対策協議会開催延
期

・いじめ事案については、毎
月生徒指導報告でその概要と
指導を確認し、その後3ヶ月
間は被害児童の様子の聞き取
りを行い完全にいじめ行為が
なくなったことを確認した。
・ケースによってはＳＳＷｒ
を派遣し、見守りや学校への
助言を行った。

Ｂ

・「いじめはどんな理由が
あってもいけないことだと
思う」と回答した児童生徒
の率
　小：98.5％
　中：97.3％
＊成果指標
　Ⓐ：90％以上
　Ｂ：80％以上
　Ｃ：70％以下
・いじめを受けた児童生徒
の人数
　令和２年度
　小：53名
　中：112名　
　令和３年度
　小：27名
　中：66名

●件数は減っているが、学
校によって意識の違いがあ
る。また、起こったあとの
個別対応は行うが、全体指
導の弱さがある。来年度は
鴨川中学校をいじめ問題研
究指定校とし、県と協働し
て取り組み、全市に広げて
いく予定である。

情報機器の活用

小中学校９年間の
年間指導計画の見
直し

・計画訪問にて各学校での情
報教育について説明を受け、
どの学校も児童生徒の実態に
応じて実施していることを確
認した。
・本年度はＳＮＳトラブルが
減少したが、オンラインゲー
ムへの課金、昼夜逆転等が増
加し、家庭でのルール作りが
急がれる。

Ｂ

●ネットトラブルの件数
・令和元年度 5件（ 9人）
・令和２年度15件（24人）
・令和３年度 5件（10人）
　　　　　　（1月末現
在）
＊成果指標
　Ⓐ：50％以上減
　Ｂ：20％減
　Ｃ： 5％減

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1 学校体育の充実

学
校
教
育

運動部活動指導者・
部活動指導員の活用

全国体力・運動能
力、運動習慣等調
査実施

運動部活動指導
者・部活動指導員
研修会

運動部活動指導
者・部活動指導員
研修会

2
スポーツ推進に
関する重要事項
の調査審議

社
会
教
育

スポーツ推進審議
会

体育施設
通常営業 モニタリング

事業振り返り

温水プール
夏期時間営業
10時～21時

夏期時間終了
(9/30)

海洋センター
開館(4/1）

閉館(9/30)
モニタリング
事業振り返り
ヒアリング

学校開放
業務委託契約
業務開始
各学校施設利用調
整・開放等

スポーツ少年団

・ 市スポ少総会
 市スポ少バレー
 ボール交流大会

中部地区交流大会
・軟式野球
　(5/15～16)
・ ミニバス

 ・中部スポ少交流
 野球大会

・県スポ少軟式野
球交流大会

 ・県スポ少ミニバ
 ス交流大会
・中部地区バドミ
ントン交流大会

体育施設
各種教室 障がい者スポーツ

教室開始

温水プール
各種教室

海洋センター各教
室
・小中学生カヌー
教室

・大人のカヌー教
室

各種大会
イベント
・櫻相撲大会

・ＳＵＮ・ＩＮ
未来ウォーク

 ・中部駅伝（中
止）

スポーツ推進委員
・市協議会総会
・第1回役員会

 ・第1回講習会

・第1回研修部会
・第1回地域活動推
進部会

 ・県スポ推研究大
 会(6/19～20)

・第1回実技研修会

・第1回イベント事
業部会

・第2回地域活動推
進部会

・第2回イベント事
業部会

 ・郡市スポ推研修
 会
・第2回研修部会

・第2回役員会

・第3回イベント事
業部会

地区スポーツ教室
・スポーツ教室

・ 体力測定

障がい者スポーツ
実態調査
対象調査・県障が
い者スポーツ協会
協議開始

 実態調査開始  調査結果集計  課題整理

4

生涯・障がい者
スポーツによる
体力づくりの推
進

社
会
教
育

４
た
く
ま
し
く
健
や
か
な
心
と
体
づ
く
り
の
推
進

15
たくましい体の育
成

3

スポーツ活動機
会の充実　・子
どもの年齢（成
長）による体力
づくりの推進

社
会
教
育
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

運動部活動指導
者・部活動指導員
研修会

全国体力・運動能
力、運動習慣等調
査結果

全国体力・運動能
力、運動習慣等の
分析・課題改善

運動部活動指導
者・部活動指導員
研修会

・体力テストは感染対策を行
いながら実施した。
・運動部活動指導員、外部指
導員の研修会については全員
が参加した。

Ｂ

●新体力テストの結果
・「おおむね良し」と判定
された児童・生徒の割合
　小：72.8％
　中：67.3％
*成果指標
　Ａ：80％以上
　Ⓑ：50％以上
　Ｃ：50％以下
●今後も各学校で運動時間
の確保、体力テスト結果を
踏まえての内容検討を行
う。

第1回審議会
10/29

第2回審議会
3/18
(中止：書面）

・中学校部活動の地域移行に
関する調査研究を学校教育課
と協力し実施し方向性等を検
討

Ｂ

関金ラグビー場
オープニングイベ
ント(12/5)

・体育施設での集団ワクチン
接種の中止により、通常開館

冬期時間営業
10時～20時
モニタリング

特別休館
※施設整備に伴う1
週間の休館

冬期時間終了
(3/31)

・予定通り、実施できてい
る。
・冬期時間終了(3/31)

閉館期イベント等
準備開始
事業ヒアリング  リ レーマラソン

(中止)
ノルディック
ウォーク

 天 体教室
 ナイトランタン
 謎解き探検隊
(中止)

・予定通り、実施できてい
る。
・新型コロナウイルス感染症
拡大防止の観点から閉館期の
イベントを中止した。

利用停止(1/24)

新年度企画運営委
員選出
実績報告等

利用再開(3/14)

・感染状況により、施設使用
の中止等を適時行った。

 ・加藤伸一杯交流
 野球大会
 ・加藤伸一野球教
 室
・中部地区バレー
ボール交流大会

・県スポ少バレー
交流大会

 ・市スポ少キッズ
 バレーボールリー
 グ交流大会

活動停止(1/24) 活動再開(3/11)

・新型コロナウイルスの影響
により､県大会等の予選会を
兼ねる交流大会を除いて、ほ
とんどの事業を中止した。
・県内全域での特別警報発令
に伴い、スポーツ少年団活動
を中止した。

・予定通り、実施している。

・予定通り、実施している。

・コロナの影響で利用者の減
があったが、実施できてい
る。

 ・女子駅伝（中
止）
・ 日本海駅伝
（中止）
・市民体育大会

 ・米鳥間駅伝
（中止）

 ・市ニュースポー
 ツ交流会(中止)

 ・市スポーツ表彰
(表彰式中止)

・中部駅伝は7/7の大雨の被
害により中止となった。
・櫻相撲大会は4/25に予定通
り実施した。
・女子駅伝、日本海駅伝は新
型コロナウイルスの影響によ
り大会中止となったが、来年
度開催に向けた大会機運情勢
を図るため、特別号を発刊し
た。

 ・全国スポーツ推
 進委員研究協議会
(中止)

・第2回実技研修会

 ・第2回講習会  ・講習会(中止) ・決算監査
・新型コロナウイルスの影響
で多くの事業が中止となっ
た。
・専門部会内での協議が定着
し、経験の浅い推進委員を中
心に､委員の自主性、積極性
が生まれた。 Ｂ

・感染対策に留意しながら、
各スポーツ推進委員が中心と
なり教室を開催した。

Ｂ

 審議会提出
 結果公表

実態調査に関する
協議再開

実態調査項目決定 実態調査 集計 講評 ・実態調査には着手できてい
ない。

Ｃ

●コロナウイルス感染拡大
が止まらない中、各種ス
ポーツ活動に関する事業の
在り方を検討する必要があ
る。このため、各事業の現
状等を再度確認し、令和4
年度は第3期教育振興基本
計画に準じた事業を計画す
る。
●指定管理者による各種教
室は、コロナの影響から参
加者は減少しているが、指
定管理者の努力により維持
している状況。
●海洋センター下半期新規
事業については、事務的な
準備は進めたが、コロナウ
イルス感染拡大の影響から
中止している。

Ｂ

Ｂ

●スポーツ少年団活動につ
いて、各大会はコロナウイ
ルス感染拡大により中止さ
れ、令和4年1月24日から同
年2月11日まで活動を停止
したため、多くの苦情をい
ただき、各々個別に事情説
明し理解していただくよう
に努めた。
●各種大会・イベント等に
ついても概ね中止となった
が、各地区スポーツ教室に
ついては、感染防止対策を
行った上で実施している。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
栄養教諭などに
よる学校での食
に関する指導

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

給食時間を使った
食に関する指導 １
回

・教科・学活等を
使った食に関する
指導
・学校保健委員会

 ６回

 １回

 １回

 14回

 ９回

 ４回

 １回

 ５回

 １回

 16回

 15回

2
親子で学ぶ食の
教室の実施

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・親子で学ぶ食の
教室  １回  １回

3
スポーツ振興に
関する食育の推
進

社
会
教
育

スポーツ栄養研究
会
事業について検討
開始

スポーツ栄養研究
会との協議開始

事業計画検討
(中止)

市体育協会
総会

市民体育大会準備
開始  実行委員会・総会 ・大会要項等作成

・市体育協会総会
(書面決議)
・市民体育大会実
行委員会(書面決
議)

・役員委嘱
・参加募集

・プログラム等作
成

 ス ポーツ少年団
 総会

・登録事務説明会
・登録事務開始

・指導者制度説明
会

 ・第1回スポーツ研
 修会【栄養】
延期

・登録締切

・県登録事務

・指導者養成講習
参加者募集

各種補助
市体育協会補助
交付決定

スポ少指導者助成
要綱作成

全国大会補助
通年

櫻相撲補助
交付決定

日本海駅伝補助
交付決定

第1回概算支払

助成対象者決定

2

競技スポーツの
振興　・障がい
者スポーツの普
及・啓発

社
会
教
育

各種研修
講師決定
内容具体化

 第 1回スポーツ研修
 会
 【熱中症予防】
 【栄養】(中止）

指導計画作成及び指導案提示
全学級訪問指導（教科等での指導）

16
学校給食の充実、
食育の推進

17
体育・スポーツの
振興

1
スポーツ団体の
育成・指導者の
養成　

社
会
教
育

４
た
く
ま
し
く
健
や
か
な
心
と
体
づ
く
り
の
推
進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

 21回

 18回

 11回

 34回

 ７回

 ７回

 ２回

 ４回

 ４回

学校給食週間行事
の実施
献立作品の展示
(1/21～2/1倉吉交
流ﾌﾟﾗｻﾞ)

　11回

 １回

 ２回

・給食主任や学級担任等と連
携しながら、望ましい食習慣
の定着につながるよう、栄養
教諭･学校栄養職員による全
学級訪問指導を175回実施し
た。

Ａ

●残食率は、前年度の
2.5％から今年度は3.3％と
やや増加した。

●小中学校９年間を通じた
計画的な食に関する指導に
より、児童生徒の「食に対
する理解と関心」を深める
ことができた。

 ２回  11回  ３回  １回

・児童を対象にした「親子で
学ぶ食の教室」を小学校を会
場に19回実施した。
・保護者に対しては、親子で
作ってもらえるよう「給食メ
ニューのレシピ」を配布し、
家庭での食育の啓発を図っ
た。

Ａ

●学校、保護者等と連携し
ながら、児童生徒全員に食
物アレルギー用献立表で情
報提供するとともに、個別
に除去食・代替食を提供す
るなど食物アレルギー対応
した結果、食物アレルギー
事故の防止を図ることがで
きた

事業化し当初予算
反映(中止)

協議再開予定 ・感染が収束せず、研修会の
開催はできなかった。

Ｃ

●栄養士団体との協議を4
月から開始したが、医療関
係者等が多く協議を延期さ
れ、途中での協議を申し入
れるが、現状では対応でき
ないとのことであったた
め、協議を中断し、令和4
年度以降に再開することと
した。

・市民体育大会
実施

・スポーツ表彰準
備開始
推薦依頼 ・副賞等購入 ・選考委員会

・スポーツ表彰
・ 表彰式

・決算監査
・市民体育大会は、感染症対
策を講じ実施することができ
た。
・スポーツ表彰は表彰式典は
中止したものの､学校、競技
団体を通じて表彰することが
できた。

Ｂ

 ・スポ少指導者養
 成講習

・ 第2回スポーツ研
 修会
 【ケガ予防】

・指導者養成講習 ・決算監査
・指導者資格の負担軽減のた
め、体育協会を通じて指導者
資格取得の助成をおこなっ
た。

Ｃ

第2回概算支払

助成金支給
変更交付決定

額の確定

額の確定

 第3回概算支払
額の確定
清算

額の確定
精算

・24件　1,253,000円
　（2/28時点）

・コロナ対策の上、実施され
た全国大会終了後、報告書等
を確認し補助金の支出を完了
した。

・コロナ感染拡大防止の観点
から、大会を中止したが、来
年度に向け特別号を発刊し
た。

Ｂ

 第2回スポーツ研修
 会
 【ケガ予防】

 第3回スポーツ研修
 会
 【障がい者スポー
 ツ】

 第4回スポーツ研修
 会
 【小学生体力・競
 技力】

・新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため開催しなかっ
た。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

●各種研修会についても、
コロナウイルス感染拡大に
より中止。
●スポーツ少年団指導者養
成についても一時開催が危
ぶまれたが、開催され、新
規事業として実施した補助
金も予定どおり執行した。

●各種補助事業について
は、全て執行しており、全
国大会補助は中止される大
会があったものの、概ね例
年程度の参加件数に補助を
交付。
●桜相撲補助は、規模を縮
小され実施。日本海駅伝は
準備段階で中止されたた
め、必要経費のみを補助対
象として交付している。
●体育協会補助について
も、多くの大会等が中止さ
れたため、一部補助金を市
へ返還する予定。

●障がい者スポーツの実態
調査については、調査の事
前確認の中で、個人情報に
類する情報となり、障がい
があることを公表されない
方もあることが判明したた
め中止した。ただし、体育
施設指定管理者により、障
がい者スポーツ教室を実施
されている。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
小中学生リー
ダー会議

学
校
教
育

地域と連携した取
組（年間）

 倉吉市小・中学生
 代表者会の開催

共同区域種子散布
中学生関係機関訪
問

2
くらよし風土記
の活用

学
校
教
育

小学生向け「わた
したちの倉吉」の
活用
 「わたしたちの倉
 吉」内容の見直し

「 くらよし風
土記」の活用
・中学生向け「く
らよし風土記」の
配布（新入生）

 「わたしたちの倉
 吉」改定委員会

地域教材・ゲスト
ティーチャーを活
用した学習(年間)
名

ふるさと学習の計
画 ふるさと学習の実

施

博物館等を利用し
た学習
まち探検（生活
科、社会科）

 青少年劇場

地域の文化財を活
用した体験活動

５
文
化
資
源
の
保
存
活
用
と
文
化
・
芸
術
の
振
興

18
倉吉に誇りと愛着
を持つ子どもの育
成

3

地域の人・も
の・ことがらに
触れる教育活動
の推進

学
校
教
育

北谷小:郷土めぐり
/全校59名
灘手小:遠足/全校
35名
高城小:遠足/全校
77名
明倫小:遠足/全校
135名
社小:遠足法華寺
/304名
上小鴨小:あたごﾊｲ
ｷﾝｸﾞ/全校57名

河北小:遠足/全校
365名
明倫小:地域探索/3
年14名
明倫小:地域探索/3
年14名
上灘小:地域巡り
/41名
高城小:遠足/全校
77名
灘手小:遠足/全校
35名
上小鴨小:ﾊｲｷﾝｸﾞ/
全校57名

成徳小:ｽｲｰﾄﾗﾝﾄﾞﾀｶ
ﾗ工場-3年18名
明倫小:町探検/2年
23名
高城小:下水道公
社､ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ、水
道局/4年10名
上灘小:天神浄化ｾﾝ
ﾀｰ/4年54名
小鴨小:写生会/6年
61名
関金小:牛飼い体験
/27名
成徳小:下水道公社
/4年22名
西郷小:ｽｲｰﾄﾗﾝﾄﾞﾀｶ
ﾗ/3年35名
小鴨小:探検/2年53
名
上小鴨:天神野台地
/4年13名
明倫小:円形劇場/3
年14名
灘手小:天神浄化ｾﾝ
ﾀｰ/4年8名
上灘小:大栄選果場
/5年55名
明倫小:探検/2年生
23名
西郷小:町探検/2年
生40名
小鴨小:町探検/2年
53名,町探検/2年53
名
高城小:倉吉博物
館、警察署、消防
署/3年17名
上北条小:ﾘｻｲｸﾙｾﾝ
ﾀｰ、浄化ｾﾝﾀｰ/4年
17名

北谷小:下水道公
社、ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ/4年
15名
関金小:牛飼い/4年
27名
関金小:生活科/1･2
年49名
上灘小:上水道ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ場、消防署、未
来中心/4年54名
河北小:博物館/5年
1組31名
河北小:博物館/5年
2組34名
北谷小:町探検/2年
9名
関金小:ｽｲｰﾄﾗﾝﾄﾞﾀｶ
ﾗ/3年17名
灘手小:高校との交
流/1,2年8名
上北条小:生活科/2
年25名
上小鴨小:伯耆国分
寺跡/6年13名
1河北小:博物館/6
年1組30名
上灘小:生活科水辺
の学校/2年24名
上灘小:生活科水辺
の学校/2年23名
上小鴨小:天神野/4
年13名

北谷小:東宝ストア
/3年11名
灘手小:高校との交
流/1,2年8名
上小鴨小:栽培漁業
ｾﾝﾀｰ/5年9名
上北条小:未来中心
/2年25名
成徳小:栽培漁業ｾﾝ
ﾀｰ/5年16名
上小鴨小:西倉吉消
防署、警察署/3年
10名
社小:町探検/2年生
54名
高城小:生活科A&Eｱ
ﾐﾃｨｴ/2年14名
社小:町探検/2年生
54名
明倫小:土曜授業
(ふるさとｳｫｰｸ)/全
校137名
関金小:親子遠足/
全校142名
河北小:市立図書
館、円形劇場/2年
26名
河北小:市立図書
館、円形劇場/2年
26名
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

クリーン活動

取組報告会（オン
ラインで実施）

 地 域と連携した取
 組報告会

 中学生関係機関訪
 問

・新型コロナウィルス感染症
対策のため、対面での実施は
出来なかったが、オンライン
で実施し、来年度の取組に向
けて方向性をもつことができ
た。

Ｂ

●児童生徒が他校の取組に
刺激を受けながら、来年度
の取組についてしっかりと
話し合うことができた。

「わたしたちの倉
吉」 改定委員会内
容の見直し

河北中学校実施 「倉 吉検定」の
実施（中学校）
久米中学校実施

鴨川中学校、東中
学校実施

西中学校実施

活用状況の確認

 「わたしたちの倉
 吉」改定

活用状況の確認

結果集計と各校へ
通知

・「くらよし風土記」を中１
に配布した。
・倉吉学検定をデジタル化
し、実施した。

Ｂ

●くらよし風土記の活用
・倉吉学検定結果（正答
率）
　80点 　0.4%
　60点　26.2%
　40点　72.6%
　20点　 0.8%
●くらよし風土記の活用に
ついて各学校で工夫を行
う。（朝読書、風土記クイ
ズラリー等）

 青少年劇場

 芸術鑑賞教室

成果と課題の把握

ふるさと学習の実
績確認・成果と課
題の把握

Ｂ

・新型コロナウイルス感染症
対策をしつつ、各小中学校が
教育課程に沿って市内の施設
見学などを計画し、実施し
た。

Ｂ

●各小中学校がそれぞれの
教育課程にあわせて、市内
にある多くの施設等を見学
し、施設の役割や働く人た
ちの思いを学ぶことができ
た。

●行政評価(児童生徒対象
アンケート)
・「くらよしが好き」の設
問
　小91.4％
　中71.8％
　　全体85%
・肯定的回答の割合
Ⓐ：80％以上
Ｂ：60％以上80％未満
Ｃ：60％未満

灘手小:下北条Aｺｰ
ﾌﾟ/3年6名
上北条小:明治製作
所、天神川等/5年
29名
関金小:浄化ｾﾝﾀｰ、
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ/4年27名
上北条小:打吹公
園、未来中心/1年
18名
上小鴨小:生活科未
来中心、図書館、
円形劇場/2年6名
河北小:河北ﾌﾟﾗｻﾞ
/3年57名
高城小:久米製材
所、栽培漁業ｾﾝﾀｰ
/5年12名
明倫小:ﾋｼｸﾗ/3年14
名
上灘小:探検/1年42
名
西郷小:生活科打吹
公園/1年34名
西郷小:とっとり琴
浦、林養漁場-5年
37名
河北小:生活科打吹
公園/1年24名
北谷小:ふるさと県
学/5,6年17名
河北小:生活科打吹
公園/1年23名
西郷小:遠足-全校
225名
河北小:生活科打吹
公園/1年23名
明倫小:町探検/2年
24名
小鴨小:遠足/全校
364人

高城小:生活科図書
館･市営ﾌﾟｰﾙ/2年14
名
成徳･灘手小:西倉
吉消防署見学/3年
25名
関金小:生活科打吹
公園/1年20名
上灘小:北栄町由良
宿/4年54名
,消防署/3年41名
社小:西倉吉消防署
/3年54名
北谷小:伯耆三宮倭
文神社/3年11名
成徳小:散ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰ
ｸｰ/全校129名
高城小:芋の収穫
/3,5年29名
上小鴨小:衣笠さん
牛舎/2,3年16名
上北条小:まなびﾀｳ
ﾝ、消防署、白壁土
蔵群/3年27名
明倫小:消防署、通
信指令ｾﾝﾀｰ/3年14
名
関金小:丸合/3年17
名
河北小:消防署、警
察署/2年52人
明倫小:ﾘｻｲｸﾙｾﾝ
ﾀｰ、下水道公社/4
年31名
灘手小:高校との交
流/1,2年8名
上北条小:人権学習
/6年27名
北谷小:地層見学/6
年12名
社小:農高体験/1年
47名
上灘小:梨記念館、
市立図書館/2年47
名

灘手小:委員会活動
(古紙のﾘｻｲｸ
ﾙ)/4,5,6年5名
上小鴨小:小鴨小と
の交流/4年13名
上小鴨小:高架橋工
事見学/2,3年16名

社小:倉吉博物館/3
年63名

北谷小:倉吉博物
館、白壁土蔵群、
淀屋/3年11名
上灘小:倉吉博物
館、歴史民俗資料
館/3年41名
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

令和3年度　倉吉市教育委員会の重点施策に基づく事業実施計画

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

伝建審議会 特定物件2件追加 第1回伝建審議会 第1回現状変更部会
 5/7告示 書面審議 6/15 9/3

保存活用計画改正 文化庁Web協議 保存活用計画改正
（案）策定 保存条例改正

補助金交付要綱改正

修理修景1213棟 文化庁中間報告 文化庁中間報告 
現状変更行為申請許可32件

災害復旧１2棟 文化庁中間報告 文化庁中間報告 

令和４年度 令和４年度
令和４年事業 国費計画提出 県費計画提出

啓発事業
市新規採用職員研修 エンバウンド視察

9/23
くら用心
倉吉町並み保存会 町並み保存会総会 くら用心除草作業 北側塀修理設計
管理業務委託 （書面審議） 2回 役員会
役員会 役員会 役員会 観光地ﾓﾋﾞﾘﾃｨｰ計画

文化財保護審議会
文化財管理報奨金 文化財保護審議会

（第１回）

史跡維持管理 伯耆国分寺跡、法華寺畑遺跡、大御堂廃寺跡、伯耆国庁跡、阿弥陀寺墳丘墓
 法華寺畑遺跡 除草作業及び植栽維持管理

 ﾗ ｲﾄｱｯﾌﾟ(中止)

大御堂廃寺跡整備事業 基本設計業務6/18～
利用団体説明会 整備説明会 整備検討委員会 設計検討部会(Web) 身障者団体協議

（上灘館長会） （第１回） （第１回）
利用団体説明会 (書面表決） 整備説明会

整備説明会 （倉吉GG協会）
（県美応援団）

小川氏庭園保存処理
観光地モビリティー計画参画

定例会 定例会 定例会 定例会 定例会 定例会

桑田家住宅修理

 高田家住宅修理 （中止）

大日寺阿弥陀如来坐像修理

【繰越】大日寺木造菩薩形立像修理 完了

地蔵院仏像防犯対策事業

 旧 倉吉町水源地ポンプ室外壁修理（移動→）

旧牧田家住宅管
理業務委託 管理運営委員会 管理運営委員会

綿の種まき 書面報告

鳥飼家住宅

啓発活動・文化財協会・団体等との連携
市職員初任者研修 文化財協会総会・ 小鴨小３年生 「文化財さんぽ」 社コミセン

研究発表会 総合学習(岩倉城) 市報掲載 歴史講座(国分寺)
「文化財さんぽ」 「文化財さんぽ」  文化財講演会 「文化財さんぽ」

市報掲載 市報掲載  鳥 歴博(中止) 市報掲載

両長谷遺跡第２次発掘調査
調査報告書作成

中尾遺跡第３次発掘調査

中尾遺跡出土鉄器保存処理保存処理

市内遺跡　発掘(試
【計画】

不入岡地区 国府Ａ地区 上神地区 志津地区
（個人住宅） (県道改良) (太陽光発電) （北築地塀確認） （歴史活き活き） （災害対策）

【実施・変更】
不入岡地区 大谷Ａ地区 国府Ｂ地区

（個人住宅） (個人住宅) (農業用管水路)
国府Ｃ地区 上神地区
(農地抜根) (太陽光発電)

遺物整理作業

史跡大御堂廃寺跡

国府Ｂ地区
（農業用管水路）

向野遺跡第４次発掘調査
(大谷Ａ地区・個人住宅)

 全 国伝建地区協議
 会総会（中止）

夏休み子ども体験
教室　３回

5
文
化
資
源
の
保
存
活
用
と
文
化
・
芸
術
の
振
興

19
文化財の保存、活
用、伝承

1
伝建地区の災害
復旧・保護（修
理・修景事業）

文
化
財

2
指定文化財の整
備・保護

文
化
財

3
埋蔵文化財の発
掘調査

文
化
財
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

第2回伝建審議会 第2回現状変更部会
12/16 3/22

文化庁現地指導

 伝建地区懇話会
（中止）

文化庁中間報告 文化庁中間報告 1件R4年度に繰越

文化庁中間報告 文化庁中間報告

令和４年度 令和４年度 令和４年度
県費ヒアリング 10/7 事業説明会 国費ヒアリング 国費申請 修理修景事業

８件10棟
河北中学校１年生 成徳小学校３年生 伝建修理事業

総合的学習 ふるさと学習 報告会
（報告書配布）

（8/28～10/29） 消防講習会 大掃除 伝建修理事業
報告会

防災部会 （報告書配布）

未指定文化財調査 災害復旧指導
・名越家庭園 ・三明寺古墳
・小谷家庭園 ・荒尾家墓所
・小林家庭園 ・塚ノ山古墳

法華寺畑遺跡
南門木橋修理

～3/10
設計検討部会(Web) 設計検討部会 整備検討委員会 利用団体説明会 整備検討委員会 利用団体説明会

（第２回） （第３回） （第２回） （第３回） （書面通知）
利用団体説明会 文化庁協議(Web) 発信！大御堂廃寺 発信！大御堂廃寺

市報掲載 市報掲載
利用団体説明会 整備説明会 整備説明会

（博物館講座） （高城コミセン）

「環翠園」
一般公開 11/3～

旧倉吉町水源地ポンプ室外壁修理

管理運営委員会 管理運営委員会
書面報告 書面報告

倉吉絣展示会 消防訓練
生け花展
邦楽演奏会

倉吉ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 文化財協会 文化財協会  文化財講演会  文化財協会 倉吉ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ
ﾗｲｵﾝｽﾞﾃﾞｰ 文化財見学会 ｢倉吉学講座｣  伯 耆国府(中止)  倉 吉学講座(延期) 文化財ｳｫｰｸ準備

岩倉城散策 建造物めぐり 「文化財さんぽ」  文化財協会
(小鴨地区振) (旧牧田家･環翠園) 市報掲載  「 講演会」(延期)

波波伎神社社叢
説明看板設置

国府Ｂ地区 福光Ａ地区 福光Ｂ地区
（農業用管水路） （保育園建設） （県道歩道整備）

国府Ｂ地区 国府Ａ地区 国府Ｂ地区
(農業用管水路) (県道改良) (農業用管水路)

大谷Ｂ地区 志津地区
(個人住宅) （災害対策）

大谷Ｃ地区 不入岡Ｂ地区
(個人住宅) (個人住宅)

大御堂廃寺跡第６次発掘調査報告書作成

大御堂廃寺跡第６次調査 駄経寺町２丁目
(北築地塀確認) (県立美術館建設)

中四国伝建ブロッ
ク会議(Web)3/3

文化庁協議件現地
指導

・修理・修景工事は概ね計画
通りに進捗したが、11月交付
決定の１件が天候不順のた
め、繰り越しとなった。
・所有者都合により修理修景
１棟、災害復旧１棟の修理が
取り止めとなった
・中部地震からの復旧は、被
災建物242棟中201棟の修理が
完了した（復旧率83.1％）。
災害復旧事業は今年度で終了
とし、今後は通常の修理修景
事業で対応する。
・地区住民の要望を聞き取
り、令和４年度事業として10
棟の事業要望を行い、そのす
べての内示を受けた。
・小中学校が伝建地区内で行
う学習に協力した。

Ｂ

Ｂ

●伝建地区では、保存計画
を保存活用計画に改正した
ことにより、歴史的景観の
保全だけではなく、地域の
活性化、保存地区の生活環
境、文化基盤の向上につな
がる取り組みができるよう
になった。
●空き家の増加、住民の高
齢化などの問題が深刻化し
ているので、個別の修理相
談や関係機関との連携など
を行うことにより、問題解
決につなげる必要がある。

●大御堂廃寺跡と県立美術
館との活用の相乗効果が発
揮され、史跡の価値を学び
次世代に継承する、多くの
市民が集い・学び・憩える
史跡整備の基本設計となっ
た。
●小川氏庭園「環翠園」の
一般公開により、文化財の
活用と観光資源開発につな
がった。
●指定文化財については順
次修理等を行い、貴重な市
民の財産である文化財の継
承ができている。
●より多くの市民に倉吉の
文化財を知っていただき、
倉吉に愛着と誇りを持てる
ように啓発活動を推進して
いく。

●埋蔵文化財の発掘調査に
より、古代の生活等が伺い
知れ、歴史の解明の一助と
なった。
●開発事業者等と協議を行
い、日程調整により対応が
できており、開発行為と埋
蔵文化財の保護の両立がで
きた。

・大御堂廃寺整備事業では、
文化庁の指導を仰ぎながら、
整備検討委員会及び設計検討
部会で基本設計案の検討を繰
り返し、県立美術館、利用団
体と調整を図って基本設計を
作成した。また、整備説明会
や市報掲載により啓発活動も
行った。

・小川氏庭園「環翠園」の整
備により、11月３日から一般
公開となった。
・指定文化財の修理等の補助
事業は、概ね計画とおり行う
ことができた。
・市民団体等との連携事業
は、コロナ禍により延期、中
止になったものもあるが、延
期のものは準備はできている
ので、コロナ禍が収まれば来
年度に実施する。
・体験教室、他団体との連携
や「文化財さんぽ」の市報掲
載により文化財の啓発活動を
行った。
・コロナ禍ではあったが、主
催イベントを行い旧牧田家住
宅の公開と活用を行った。

Ｂ

・平成31年度から令和元年度
にかけて行った両長谷遺跡第
２次発掘調査の調査報告書を
作成した。
・令和元年度から３年度にか
けて行った中尾遺跡第３次発
掘調査が完了した。令和４年
度に調査報告書を作成する。
・当初の予定にある発掘（試
掘）調査だけでなく、新たに
依頼された４件の試掘調査や
必要となった発掘調査に対応
できた。

Ａ
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６ 教育委員会の主な動向

(1) 教育長・教育委員の在任状況

（Ｒ４．３．３１現在）

①委員の異動（市長が任命）

令和３年１０月３日付で小椋博幸教育長が再任された。

令和４年 １月１日付で髙橋義博委員が再任された。

(2) 教育委員会の会議

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

(3) 教育委員会の開催状況

４月２３日第６回定例会

５月２６日第７回定例会

６月２５日第８回定例会

職 名 氏 名 年齢 就任年月日 任 期 保護者

教育長 小椋 博幸 63 R 3.10. 3 R 6.10. 2

教育長職務代理者 福井 真喜代 69 H30.10. 8 R 4.10. 7

委 員 田民 義和 64 R 2.10. 5 R 6.10. 4

委 員 髙橋 義博 59 R 4. 1. 1 R 7.12.31

委 員 西田 江美 47 R 1.10. 5 R 5.10. 4 ○

会議名 回数 備 考

教育委員会 １６ 議案４０件、協議事項７件、報告事項１８８件

議 案（ １件） 議案第24号 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存計画の

変更について

協議事項（ ２件） 令和２年度倉吉市の重点施策の実績及び評価について

令和３年度倉吉市の重点施策に基づく実施計画について

報告事項（２１件） 教育長報告ほか２０件

議 案（ ３件） 議案第25号 令和３年度教育費補正予算について

議案第26号 令和２年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

議案第27号 令和３年度倉吉市の重点施策に基づく実施計画について

報告事項（１０件） 教育長報告ほか９件

議 案（ ３件） 議案第28号 倉吉市立成徳小学校と倉吉市立灘手小学校の統合について

議案第29号 市立小学校教職員の処分について

議案第30号 市立小学校教職員の処分について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件
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７月１９日第９回臨時会

７月２６日第１０回定例会

８月２５日第１１回定例会

９月２４日第１２回定例会

１０月２２日第１３回定例会

１１月４日第１４回臨時会

１１月２２日第１５回定例会

議 案（ １件） 議案第31号 令和３年度教育費補正予算について

議 案（ ２件） 議案第32号 倉吉市伝統的建造物群保存地区保存条例及び倉吉市打吹玉

川伝統的建造物群保存地区における建築基準法の制限の緩

和に関する条例の一部改正について

議案第33号 市立小学校教職員の処分について

報告事項（２０件） 教育長報告ほか１９件

議 案（ ４件） 議案第34号 令和３年度教育費補正予算について

議案第35号 倉吉市伝統的建造物群保存事業補助金交付要綱の一部改

正について

議案第36号 学校給食センター調理等業務委託業者評価委員会設置要綱

の制定及び評価委員の委嘱又は任命を教育長が専決するこ

とについて

議案第37号 市立中学校教職員の処分について

協議事項（ １件） 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存活用計画について

報告事項（１５件） 教育長報告ほか１４件

報告事項（１７件） 教育長報告ほか１６件

議 案（ １件） 議案第38号 市立中学校教職員の処分について

協議事項（ １件） 令和３年度倉吉市教育委員会重点施策に基づく実施計画の進捗状況につ

いて

報告事項（１８件） 教育長報告ほか１７件

議 案（ １件） 議案第39号 倉吉市教育委員会事務局職員の処分について

議 案（ ６件） 議案第40号 令和３年度教育費補正予算について

議案第41号 倉吉市立小学校及び中学校管理規則及び倉吉市教育委員会

事務局組織等に関する規則の一部改正について

議案第42号 倉吉市立学校事務職員の標準的な職務の内容及び職務の遂

行に関する要綱の制定について

議案第43号 倉吉市共同学校事務室運営要綱の制定について

議案第44号 倉吉市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

議案第45号 倉吉市フリースクール利用料助成事業補助金交付要綱の制

定について
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１２月２２日第１６回定例会

１月２６日第１回定例会

２月１５日第２回臨時会

３月８日第３回臨時会

３月１５日第４回臨時会

３月２５日第５回定例会

協議事項（ ２件） 令和４年度学校閉庁について

令和３年度末倉吉市学校教職員人事異動方針について

報告事項（１８件） 教育長報告ほか１７件

議 案（ ２件） 議案第46号 倉吉市教育委員会ハラスメント防止要綱の制定について

議案第47号 市立中学校教職員の処分について

報告事項（２１件） 教育長報告ほか２０件

協議事項（ １件） 令和３年度倉吉市教育委員会表彰について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件

議 案（ ６件） 議案第１号 令和３年度教育費補正予算について

議案第２号 令和４年度教育委員会主要事業について

議案第３号 令和４年度教育費当初予算について

議案第４号 倉吉パークスクエアの設置及び管理に関する条例の一部改

正について

議案第５号 倉吉市高校生等通学費助成事業補助金交付規則の一部改正

について

議案第６号 倉吉市文化財保存・保護事業補助金交付要綱の一部改正

について

報告事項（１２件） 教育長報告ほか１１件

議 案（ １件） 議案第７号 令和３年度末倉吉市学校教職員人事異動について

議 案（ １件） 議案第８号 市立小学校教職員の処分について

議 案（ ８件） 議案第９号 令和４年度倉吉市の教育方針と重点施策について

議案第10号 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

議案第11号 地域学校委員会委員の任命について

議案第12号 倉吉市教育委員会事務局等組織規則の一部改正について

議案第13号 倉吉パークスクエア広場の管理に関する規則の制定

議案第14号 倉吉市教育委員会所管施設の使用料等の減免に関する規則

の一部改正について

議案第15号 倉吉市立図書館の管理及び運営に関する規則の一部改正に

ついて

議案第16号 行政委員会等に対する事務委任及び補助執行に関する規則

の一部改正について

報告事項（ １０件） 教育長報告ほか９件
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(4) 総合教育会議の開催状況

５月２６日第１回総合教育会議

１２月２２日第２回総合教育会議

(5) 計画訪問・意見交換会・諸行事への参加

① 学校計画訪問

② 意見交換会 令和３年度は未実施

③ 諸行事への出席

報告事項（ １件） 令和２年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

協議事項（ ５件） 倉吉市教育に関する施策の大綱（案）について

高校進学状況について

いじめ、不登校問題について

ICT環境整備について

令和３年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

協議事項（ ４件） いじめ・不登校問題について／ＧＩＧＡスクール構想について

今後の少人数学級のあり方について

小学校適正配置推進計画の進捗について

R3. 7. 2 西郷小学校計画訪問 R3.11. 1 上小鴨小学校計画訪問

R3. 7. 6 西中学校計画訪問 R3.11. 9 河北小学校計画訪問

R3. 7.12 久米中学校計画訪問 R3.11.15 社小学校計画訪問

R3.10. 6 鴨川中学校計画訪問 R3.11.19 成徳小学校計画訪問

R3.10.12 高城小学校計画訪問

R3. 4. 2 宣誓式

R3. 4. 9 倉吉市立小学校入学式

R3. 4. 9 倉吉市立中学校入学式

R2. 4.24 特別展「片岡鶴太郎展 顔 ー Ｆａｃｅｓ ー」開幕式

R2. 4.28 鳥取県教育審議会学校教育分科会

R3. 5. 8 倉吉市小学校 PTA 連合会定期総会

R3. 5.22 小学校運動会（河北小・明倫小・上灘小・小鴨小・北谷小・高城小・上北条小）

R3. 5.29 小学校運動会（西郷小・成徳小・社小・関金小）

R3. 6.14 第66回倉吉市美術展覧会開会式

R3. 6.27 第66回倉吉市美術展覧会表彰式

R3. 8. 3 第26回鳥取県図書館大会
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R3. 8.23 令和３年度 鳥取県都市教育長協議会

R3. 9.11 中学校運動会（河北中・東中・西中・久米中・鴨川中）

R3. 9.17 小学校運動会（上小鴨小）

R3. 9.18 令和２年度倉吉市成人式（オンライン）

R3. 9.19 小学校運動会（灘手小）

R3.10.31 小川氏庭園「環翠園」内覧会

R3.11.17 東伯郡倉吉市教育委員合同研修会

R3.12. 5 関金ラグビー場オープニングイベント

R3.12.12 中部ハイスクールフォーラム２０２１

R4. 1. 3 令和３年度倉吉市成人式

R4. 3.11 中学校卒業式

R4. 3.18 小学校卒業式

R4. 3.21 倉吉市創作文華展表彰式
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